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輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,354 101.2%

一　般 ― 97.2%
宅配便（千個） 313,516 103.1%

輸送統計
平成28年6月分
▶国土交通省調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
普通 中型 大型 計
9

（−2）
58

（−1）
84

（−25）
151

（−28）

交通事故死者数（人）
7月31日現在 9月13日現在

2,121
（−104）

2,590
（−109）

全国の死亡
事故件数

2,051
（−122）

平成28年7月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
ここまで来た天然ガストラック新時代【世界の天然ガス自動車の普及状況について】…３
面／トラック運送事業者のための経営のヒント 【地方の中小事業者の１つの可能性】…５
面／食の新旧街道を行く【お菓子の道⑪「大人のための盛岡駄菓子」】…７面

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

9/15〜10/14  5917
10/15〜11/14  8551

8 ・��モノはこうして運ばれる
�　�「牛乳輸送」
　　増山貨物自動車㈱（栃木県）

２・３
・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

4・5
�＜中継輸送特集＞
・［導入事例］
味の素物流㈱（東京都）
・［中継輸送導入のポイント］
　寄稿・㈱日通総研�大島弘明氏

中継輸送専用トレーラ「リレーライナー」を
運行する味の素物流㈱

7 ・�平成28年度「トラックの日」
　各都道府県ト協の主な活動

6
＜中小運送事業者における

事業承継特集＞
・従業員等への承継
恵武急便㈲（岐阜県）
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︑
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︑
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低
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前
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ア
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の
提
出
︑
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の
改
定
（
作
成
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以
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の
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を
行
う
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と
が
必
要
︒
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の
上
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︑
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金
規
定
等
を
改
定
し
た
後
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か
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分
の
賃
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給
し
た
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の
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日
か
ら
起
算
し
て
２

か
月
以
内
に
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す
る
︒
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お
︑
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助
成
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に
つ
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︑
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合
︑
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成
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︒
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︑
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︒
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︑
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︑
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︒
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︑
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︑
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︑
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会
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︒
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携
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︑
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︒
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︑
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︑
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︑
平
成
28

年
度
の
地
域
別
最
低
賃
金
に

つ
い
て
︑
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し
た
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定
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を
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と
め
た
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︑
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か
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効
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れ
る
︒
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た
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︑
中
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︑
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︒
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︑
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低
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︑
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低
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︑
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︑
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﹁
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低
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41
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取
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上
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実
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荷
種
の
内
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食
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︑
農
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︑
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︑
建
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材

３
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︑
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︑
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︑
繊
維
製
品
２
件
︑
そ
の

他
15
件
と
︑
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実
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を
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︒
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実
証
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通
じ
て
︑
発
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着
荷
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よ
る
手
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時
間
の
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︑
長
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間
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転
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時
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収
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ラ
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運

送
業
の
適
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運
賃
・
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金
検

討
会
﹂
の
第
１
回
会
合
（
７

月
13
日
開
催
）
で
の
議
論
の

内
容
に
つ
い
て
︑
報
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が
行

わ
れ
た
︒

　

同
内
容
に
つ
い
て
︑
出
席

委
員
か
ら
は
﹁
多
重
多
層
構

造
が
︑
適
正
な
運
賃
・
料
金

収
受
の
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げ
の
一
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と
な
っ
て

い
る
﹂﹁
適
正
な
運
賃
を
い
た

だ
く
こ
と
で
︑
安
全
へ
の
投

資
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
︒

運
送
事
業
に
お
い
て
は
安
全

を
ベ
ー
ス
に
し
た
経
営
が
最

も
大
事
で
あ
り
︑
こ
う
し
た

点
も
荷
主
に
ご
理
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い
た
だ

き
な
が
ら
運
賃
交
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を
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
﹂
な
ど

と
い
っ
た
意
見
が
上
が
っ
た
︒

トラック輸送における取引環境・労働時間改善中央協議会
トラック運送業の生産性向上協議会

国交省
厚労省

第4回の中央協議会の冒頭あいさつする藤井直樹自動車局長（中央。9月7日、国土交通省）

 表１  地域別最低賃金の答申状況

都道府県名

28年度の
最低賃金
時間額
【円】

引上げ
額
【円】

28年度の
発効予定月日

北海道 786 22 10月1日
青森県 716 21 10月20日
岩手県 716 21 10月5日
宮城県 748 22 10月5日
秋田県 716 21 10月6日
山形県 717 21 10月6日
福島県 726 21 10月1日
茨城県 771 24 10月1日
栃木県 775 24 10月1日
群馬県 759 22 10月5日
埼玉県 845 25 10月1日
千葉県 842 25 10月1日
東京都 932 25 10月1日
神奈川県 930 25 10月1日
新潟県 753 22 10月1日
富山県 770 24 10月1日
石川県 757 22 10月1日
福井県 754 22 10月1日
山梨県 759 22 10月1日
長野県 770 24 10月1日
岐阜県 776 22 10月1日
静岡県 807 24 10月5日
愛知県 845 25 10月1日
三重県 795 24 10月1日
滋賀県 788 24 10月6日
京都府 831 24 10月2日
大阪府 883 25 10月1日
兵庫県 819 25 10月1日
奈良県 762 22 10月6日
和歌山県 753 22 10月1日
鳥取県 715 22 10月12日
島根県 718 22 10月1日
岡山県 757 22 10月1日
広島県 793 24 10月1日
山口県 753 22 10月1日
徳島県 716 21 10月1日
香川県 742 23 10月1日
愛媛県 717 21 10月1日
高知県 715 22 10月13日
福岡県 765 22 10月1日
佐賀県 715 21 10月2日
長崎県 715 21 10月6日
熊本県 715 21 10月1日
大分県 715 21 10月1日
宮崎県 714 21 10月1日
鹿児島県 715 21 10月1日
沖縄県 714 21 10月1日
全国

加重平均額 823 25 －

表４　キャリアアップ助成金助成額
区分 全賃金規定等改定 雇用形態・職種別賃金規定等改定

中小企業 大企業 中小企業 大企業
1人〜3人 10万円 7.5 万円 5万円 3.5 万円
4人〜 6人 20万円 15 万円 10万円 7.5 万円
7人〜10人 30万円 20万円 15 万円 10万円
11人〜
100人

33万〜300万円
（3万円×人数）

22万〜 200万円
（2万円×人数）

16.5 万〜150万円
（1.5 万円×人数）

11万〜100万円
（1万円×人数）

※１：�「職務評価」の手法の活用により実施した場合、1事業所当たり 20万円（大企業 15万円）加算
※２：1年度 1事業所当たり 100人まで
※３：�＜拡充予定＞中小企業において 3％以上増額した場合、全ての賃金規定等改定：1人当たり 14,250 円（※

18,000 円）を加算、雇用形態別・職種別等の賃金規定等の改定：1人当たり 7,600 円（※ 9,600 円）を加算
　　��（※生産性の向上が認められる場合）

表３　事業場内最低賃金の引上げと発効日の関係

表２　業務改善助成金の概要
事業場内最低
賃金の引上げ額 助成率 助成の上限額 助成対象事業場

30 円以上 10 分の７※１
（常時使用する労働者数が企業全体で
30人以下の事業場は４分の３※１）

50万円 事業場内最低賃金が
750 円未満の事業場

40 円以上 70万円 事業場内最低賃金が
800 円未満の事業場

60 円以上
２分の１

（常時使用する労働者数が企業全体で
30人以下の事業場は４分の３）

100万円 事業場内最低賃金が
1,000 円未満の事業場

90 円以上 10 分の７※１
（常時使用する労働者数が企業全体で
30人以下の事業場は４分の３※１）

150万円 事業場内最低賃金が
800 円以上

1,000 円未満の事業場120 円以上 200万円
※１：�生産性要件を満たした場合には４分の３（５分の４）

発効日の前日までに
事業場内最低賃金を引き上げる場合

平成28年度最賃
事業場内最賃
平成27年度最賃

発効日以降に
事業場内最低賃金を引き上げる場合

※事業場内最低賃金の引き上げ額が30円以上の場合の例

+30円以上
+30円以上

義務的引き上げ額

パイロット事業本格スタート
　

国
土
交
通
省
と
厚
生
労
働
省
は
９
月
７

日
︑
第
４
回
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取
引

環
境
・
労
働
時
間
改
善
中
央
協
議
会
及
び

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
生
産
性
向
上
協
議
会

（
座
長
・
野
尻
俊
明
流
通
経
済
大
学
学
長
）

を
開
催
し
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
取
引
環
境
の

改
善
︑
長
時
間
労
働
の
抑
制
な
ら
び
に
生

産
性
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
両
協
議
会

で
は
︑
全
国
47
都
道
府
県
に
設
け
ら
れ
た

地
方
協
議
会
に
お
い
て
︑
今
年
度
か
ら
新

た
に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間
労
働
の
是
正

に
向
け
た
課
題
の
洗
い
出
し
や
︑
解
決
手

段
を
探
る
た
め
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
（
実
証

実
験
）
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
︑

同
日
現
在
︑
41
都
道
府
県
で
対
象
集
団
が

決
定
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
︒
今
後
︑

各
都
道
府
県
で
実
証
実
験
が
ス
タ
ー
ト
す

る
︒
同
事
業
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
や

解
決
策
に
つ
い
て
は
︑
平
成
30
年
度
に
取

り
ま
と
め
ら
れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
盛
り

込
ま
れ
︑
同
内
容
を
全
国
的
に
横
展
開
す

る
こ
と
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
全
体
の

長
時
間
労
働
是
正
に
繋
げ
て
い
く
︒

厚労省

▪ パイロット事業（実証実験）における取組課題 ▪
取組課題
○発荷主都合による手待ち時間の削減
○着荷主都合による手待ち時間の削減
○長時間運転や長時間労働による拘束時間の削減
○附帯作業に伴う拘束時間の削減

➡
関係者が協力して課題の改善策を検討、パイロット事業の実施
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2016.9.1—9.15
新規許可

貨物自動車
運送事業者数
（平成28年６月末）

全日本トラック協会調査
運
輸
局

都道
府県

平成
28年
６月

前年
同期
比

北海道 25 -3 

東
北

青　森 6 2 
岩　手 7 -1 
宮　城 14 2 
秋　田 2 -1 
山　形 2 -2 
福　島 20 10 
計 51 10 

関
東

茨　城 7 -4 
栃　木 11 5 
群　馬 9 2 
埼　玉 23 -1 
千　葉 25 7 
東　京 30 8 
神奈川 19 -2 
山　梨 5 3 
計 129 18 

北
陸
信
越

新　潟 4 0 
長　野 4 0 
富　山 4 2 
石　川 3 -1 
計 15 1 

中
部

福　井 2 -3 
岐　阜 16 11 
静　岡 11 0 
愛　知 24 1 
三　重 8 -2 
計 61 7 

近
畿

滋　賀 7 2 
京　都 13 1 
大　阪 50 -3 
兵　庫 25 9 
奈　良 5 3 
和歌山 4 -4 
計 104 8 

中
国

鳥　取 4 2 
島　根 2 -1 
岡　山 9 -1 
広　島 12 3 
山　口 2 -3 
計 29 0 

四
国

徳　島 5 5 
香　川 7 3 
愛　媛 4 1 
高　知 3 -2 
計 19 7 

九
州

福　岡 12 -12 
佐　賀 1 -3 
長　崎 2 -4 
熊　本 2 -5 
大　分 6 2 
宮　崎 4 0 
鹿児島 6 0 
計 33 -22 

沖　縄 7 0 
※ 1 -5 
合　計 474 21 

※申請者住所が当該運輸局管
轄外の都道府県

注１）一般・特積に限る。
注２）各地方運輸局ホームペー

ジおよび都道府県トラック
協会からの情報により全
日本トラック協会が集計。

約33億円の賠償命令!!
〔第59回〕

●車両単独の物損事故では
過去に例をみない高額賠償

　平成20年8月に首都高速で発生した、タンクローリーの横転火
災事故について、今年の7月14日、事故を起こしたトラック運送会
社と運転者に対して、32億8,900万円の賠償金支払いを命じる
判決が出されました。車両単独の物損事故において、過去に例を
みない高額の賠償金に驚かれた方も多いのではないでしょうか。
これまでの物損事故における高額判決事例をみると、最高金額
は約2億6,000万円（事故による火災で積荷の呉服や毛皮などが
焼失）ですから、33億円に近い賠償金は飛び抜けた金額といえ
ます。
　このタンクローリーの事故は、スピードを出し過ぎていたため
カーブを曲がり切れずに横転し、側壁に衝突して積荷のガソリン
などが炎上し、路面や橋げたなど高速道路施設の損傷のみなら
ず、近隣のマンションの外壁などにも被害が及びました。その復
旧工事費用に加え、長期間の通行止めによる逸失利益などを合
わせると、約45億円の損失に上りました。運送会社が加入してい
た保険から、補償最高限度額の10億円に7年分の利息を含めた約
12億円が支払われましたが、その残りが会社と運転者に請求さ
れたわけです。

●運送会社にとって支払い不能な金額

Ｂさん「残りといっても、33億円だからね。とんでもない金額だ
よ」

Ａさん「トラック１台の年間の売上金額が、仮に１千万円だとした
場合、約330年間の売上金額に相当する」

Ｂさん「気が遠くなるような話だ」
Ａさん「うちの会社だって、とてもじゃないが支払える金額じゃ

ないよ」
Ｂさん「すると、どうなるんだ」
Ａさん「倒産するしかないと思う」
（事故を起こした運送会社は、数年前に事業を停止していました
が、今回の判決によって裁判所より破産開始決定を受けました)

●積荷の性質が運転に与える影響を理解する

Ｂさん「報道などによると、首都高のジャンクションのカーブで、
制限速度を超えるスピードで走行していたためにカーブ
を曲がり切れなかったようだけど、カーブの手前ではス
ピードを落とすのが鉄則だよね」

Ａさん「もちろんそうだけど、トラックは重心が高いから、ほかの
車に比べると横転しやすい。なかでも石油などの液体を
積んだタンクローリーは、液体がタンク内で動くから、
特にカーブなんかでは横転しやすいといわれている」

Ｂさん「交差点を右左折する時も要注意だね」
Ａさん「液体などのように、積荷の性質が運転に影響を与えるこ

ともあるから、その点をよく理解してハンドルを握らな
いと、とんでもない事故に繋がる。それはタンクロー
リーに限ったことではないけどね」

●偏荷重にならず荷崩れもしない
正しい積載をする

Ｂさん「トラックの場合、積み方も影響するよね。特に左右に偏っ
た積み方をすると横転しやすくなる」

Ａさん「重心の位置が中心から左右にズレていると、ハンドルを
とられるような状態になることもあるしね」

Ｂさん「前に偏った積み方をすると、制動距離が延びる恐れがあ
るね。だから、いつもと同じ調子でブレーキを踏んでも、

いつものようには止まれない。それで追突する事故にな
る」

Ａさん「貨物を積み込む時は、偏荷重にならないように積載す
る、荷崩れを起こさないようしっかり固縛する、これが
基本だよ」

Ｂさん「万一、積み方が悪くて走行中に荷崩れを起こし、莫大な
損害を与えたら、会社も崩れてしまうからね」

　

岩
手
県
や
北
海
道
等
の
道

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
東

北
地
方
太
平
洋
側
に
上
陸
・

通
過
し
た
台
風
10
号
に
伴
う

緊
急
支
援
物
資
輸
送
を
実
施

し
た
︒

　

台
風
10
号
は
︑
８
月
30
日

18
時
前
に
︑
暴
風
域
を
伴
っ

た
ま
ま
岩
手
県
大
船
渡
市
付

近
に
上
陸
︒
東
北
地
方
を
通

過
し
て
日
本
海
に
抜
け
た
︒

こ
れ
に
よ
り
︑
岩
手
県
や
北

海
道
な
ど
で
大
き
な
被
害
が

発
生
し
た
︒

　

同
台
風
に
よ
る
被
害
を
受

け
︑
国
土
交
通
省
で
は
９
月

２
日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
に
対
し
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
の

輸
送
力
確
保
に
つ
い
て
の
協

力
を
要
請
︒
ト
ラ
ッ
ク
の
機

動
性
を
活
か
し
︑
各
種
輸
送

ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
か
つ
的
確

な
対
応
や
︑
所
有
施
設
の
効

果
的
活
用
等
に
よ
る
物
資
輸

送
の
確
保
へ
の
最
大
限
の
協

力
を
呼
び
か
け
た
︒

　

同
台
風
に
伴
い
ト
ラ
ッ
ク

協
会
が
行
っ
た
緊
急
支
援
物

資
輸
送
は
︑
岩
手
県
11
件

（
11
台
）︑
北
海
道
１
件
（
１

台
）︑
山
形
県
１
件
（
１
台
）

の
計
13
件
と
な
っ
て
い
る
（
９

月
９
日
現
在
）︒

　

な
お
︑
関
係
の
ト
ラ
ッ
ク

協
会
で
は
︑
引
き
続
き
緊
急

物
資
輸
送
要
請
に
応
え
る
べ

く
︑
万
全
の
体
制
を
整
え
て

い
る
︒

資
格
規
定
・
指
針
・
マ
ニ

ュ
ア
ル
等
を
一
部
改
訂

第
44
回
適
正
化
事
業
委
員
会

　

９
月
14
日
︑
第
44
回
適
正

化
事
業
委
員
会
（
粟
飯
原
一

平
委
員
長
）が
開
催
さ
れ
た
︒

　

粟
飯
原
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
︑
国
土
交
通
省
自

動
車
局
貨
物
課
ト
ラ
ッ
ク
事

業
適
正
化
対
策
室
の
高
橋
芳

則
室
長
が
説
示
を
行
っ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
平
成
28
年

度
適
正
化
事
業
実
施
機
関
の

活
動
状
況
②
28
年
度
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
安
全
性
評
価

事
業
の
実
施
状
況
③
適
正
化

事
業
指
導
員
の
資
格
に
関
す

る
規
程
の
改
定
④
﹁
巡
回
指

導
の
指
針
﹂
の
改
訂
⑤
﹁
巡

回
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
の
改

訂
︱
︱
等
に
つ
い
て
審
議
し
︑

い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
し

た
︒

倉
青
協
・
全
産
連
青
年
部

協
議
会
と
の
意
見
交
換
会

開
催

青
年
部
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青

年
部
会（
山
本
明
徹
部
会
長
）

は
９
月
６
日
︑
倉
庫
業
青
年

経
営
者
協
議
会
（
太
宰
榮
一

会
長
）・（
公
社
）
全
国
産
業

廃
棄
物
連
合
会
青
年
部
協
議

会
（
仲
田
陽
介
会
長
）
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
︒

　

全
ト
協
青
年
部
会
か
ら
は

９
名
の
正
副
部
会
長
が
出

各
ト
協
部
会
長
会
議
を
設
置

し
部
会
組
織
の
強
化
図
る

第
40
回
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
部
会

　

９
月
８
日
︑
第
40
回
ダ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
部
会
（
岡
田
安

正
部
会
長
）
が
開
催
さ
れ
︑

平
成
27
年
度
事
業
報
告（
案
）

お
よ
び
28
年
度
事
業
計
画

（
案
）︑
役
員
の
一
部
変
更

や
部
会
規
則
の
一
部
改
定

（
案
）
な
ど
に
つ
い
て
審
議

し
︑
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承

認
し
た
︒

　

役
員
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
は
︑
㈱
稲
岡
の
稲
岡
利
男

会
長
（
石
川
県
）
と
協
和
運

輸
㈱
の
徳
平
豊
代
表
取
締
役

席
︒
は
じ
め
に
各
青
年
組
織

の
代
表
者
に
よ
る
あ
い
さ
つ

と
︑
出
席
者
の
紹
介
が
行
わ

れ
た
︒

　

続
い
て
︑
各
業
界
に
お
け

る
取
り
組
み
や
課
題
が
報
告

さ
れ
た
後
︑﹁
リ
サ
イ
ク
ル

・
静
脈
物
流
へ
の
取
り
組
み

と
課
題
﹂を
テ
ー
マ
に
し
た
︑

フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

開
催
さ
れ
た
︒
３
組
織
の
出

席
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
の

視
点
か
ら
意
見
を
述
べ
る
な

ど
︑
活
発
な
意
見
交
換
を
行

っ
た
︒

社
長
（
高
知
県
）
が
新
副
部

会
長
に
就
任
し
た
︒ 

　

28
年
度
事
業
計
画
で
は
︑

①
東
日
本
大
震
災
︑
熊
本
地

震
等
の
被
災
地
の
復
旧
・
復

興
事
業
の
円
滑
な
施
工
を
確

保
す
る
た
め
︑
積
極
的
に
対

応
す
る
②
ダ
ン
プ
の
車
両
不

第
16
期
物
流
経
営
士
課
程

修
了
式
を
開
催

29
人
の
物
流
経
営
士
が

新
た
に
誕
生

　

９
月
６
日
︑
東
京
都
ト
ラ

ッ
ク
協
会（
千
原
武
美
会
長
）

は
第
16
期
物
流
経
営
士
課
程

足
・
人
員
不
足
問
題
︑
ダ
ン

プ
需
要
の
地
域
偏
在
︑
経
営

事
項
審
査
基
準
の
見
直
し
等

の
諸
課
題
の
解
決
に
取
り
組

む
③
輸
送
の
安
全
確
保
に
係

る
研
修
会
等
を
実
施
し
︑
事

故
防
止
対
策
の
徹
底
に
取
り

組
み
︑
ダ
ン
プ
輸
送
業
界
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
︱

︱
の
３
施
策
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
た
︒

　

部
会
規
則
の
一
部
変
更
に

つ
い
て
は
︑
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク

部
会
の
会
議
と
し
て
︑
従
来

の
部
会
お
よ
び
正
副
部
会
長

会
議
に
加
え
︑
各
ト
ラ
ッ
ク

協
会
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
部
会

長
会
議
を
設
け
る
な
ど
︑
さ

ら
な
る
部
会
組
織
の
強
化
を

図
る
︒

　

議
事
終
了
後
︑
研
修
会
が

開
催
さ
れ
︑
国
土
交
通
省
自

動
車
局
安
全
政
策
課
の
平
井

修
了
式
を
開
催
し
た
︒

　

今
期
は
︑
東
ト
協
会
員
事

業
者
か
ら
20
人
︑
東
ト
協
以

外
の
関
東
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

員
事
業
者
か
ら
６
人
︑
全
ト

協
・
東
ト
協
職
員
か
ら
３
人

︱
︱
の
計
29
人
が
10
か
月
に

わ
た
る
全
課
程
を
修
了
し

た
︒
皆
勤
賞
を
９
人
︑
精
勤

賞
（
出
席
率
95
％
以
上
）
を

７
人
︑
優
秀
賞
を
６
人
︑
最

優
秀
賞
を
１
人
が
受
賞
し
︑

東
ト
協
の
千
原
会
長
か
ら
表

彰
状
が
贈
ら
れ
た
︒

　

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
茨

城
流
通
サ
ー
ビ
ス
㈱
（
茨
城

県
古
河
市
）の
小
倉
正
也
取

締
役
管
理
部
長
に
受
講
の
感

想
を
聞
く
と
︑﹁
物
流
経
営

士
課
程
は
︑
そ
の
日
学
ん
だ

こ
と
が
翌
日
す
ぐ
に
社
業
に

反
映
で
き
る
よ
う
な
︑
実
践

的
な
講
座
が
魅
力
︒
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
異
な
る
仲
間

た
ち
と
︑
意
見
や
情
報
を
交

換
す
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重

か
つ
有
益
な
場
﹂
と
語
っ
た

（
小
倉
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

﹁
物
流
経
営
士
に
聞
く
﹂
を

次
号
以
降
に
掲
載
予
定
）︒

　

修
了
生
は
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
の﹁
物
流
経
営
士
﹂

に
認
定
さ
れ
︑
全
ト
協
の
藤

原
利
雄
常
務
理
事
か
ら
認
定

証
お
よ
び
バ
ッ
ジ
が
交
付
さ

れ
た
︒
物
流
経
営
士
は
︑
通

算
で
東
京
４
６
３
人
︑
全
国

１
６
３
７
人
と
な
っ
た
︒

　

物
流
経
営
士
は
︑
中
小
企

業
で
実
際
の
経
営
現
場
の
け

ん
引
力
と
な
る
な
ど
︑
修
了

後
の
活
躍
が
高
く
評
価
さ
れ

て
お
り
︑
中
小
企
業
の
人
づ

く
り
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た

（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
の
中
小
企
業
大
学
校
で

講
師
を
務
め
る
な
ど
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
こ
れ
か
ら

を
支
え
る
人
材
と
し
て
︑
大

い
に
嘱
望
さ
れ
て
い
る
︒

　

東
ト
協
で
は
現
在
︑
第
17

期
の
受
講
生
を
募
集
中
（
募

集
要
項
別
掲
）︒
申
し
込
み

締
め
切
り
は
９
月
30
日
㈮
︒

隆
志
課
長
が
﹁
事
業
用
自
動

車
の
事
故
防
止
施
策
等
に
つ

い
て
﹂を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
︒

求
車
登
録
件
数
約
９
万
３

千
件
と
求
車
需
要
高
ま
る

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
成
約

運
賃
指
数
８
月
分

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連

合
会
は
９
月
５
日
︑
平
成
28 

年
８
月
分
の
求
荷
求
車
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ

Ｉ
Ｔ
）
成
約
運
賃
指
数
を
発

表
し
た
︒

　

28
年
８
月
の
運
賃
指
数

は
︑
対
前
月
比
５
ポ
イ
ン
ト

増
︑
対
前
年
同
月
比
１
ポ
イ

ン
ト
減
の
１
１
６
で
︑
８
月

と
し
て
は
昨
年
に
次
い
で
調

査
開
始
以
来
２
番
目
に
高
い

指
数
と
な
っ
た
︒

　

ま
た
︑
８
月
末
現
在
の
求

車
登
録
件
数
は
９
万
３
０
０

８
件
と
対
前
年
同
月
比
７
４

３
８
件
増
（
８
・
７
％
増
）︑

対
前
月
比
１
万
９
９
５
件
増

（
13
・
４
％
増
）
で
あ
り
︑

求
車
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

食
堂
・
宿
泊
施
設
一
時
休
業

大
分
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

大
分
Ｔ
Ｓ
は
︑
９
月
23

日
㈮
か
ら
24
日
㈯
ま
で
︑

改
修
工
事
の
た
め
食
堂
と

宿
泊
施
設
を
休
業
す
る
︒

（
９
月
15
日
〜
９
月
30
日
）

▽
９
月
15
日

・
第
64
回
百
貨
店
部
会

▽
９
月
29
日

・
第
１
０
７
回
交
通
対
策
委
員

会

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～運転時間・休息期間編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		運転時間は、2日(始業時間から起算して48時間をいう)を平均
し、1日当たり10時間を超えてはならない。（	○・×	）

❷		連続運転時間とは、1回が連続10分以上で、かつ、合計が30分
以上の運転の中断をすることなく連続して運転する時間をい
う。（	○・×	）

❸		連続運転時間は、5時間を超えてはならない。（	○・×	）

❹		休息期間は、勤務終了後に継続8時間以上が原則であり、分割す
ることはできない。（	○・×	）

❺		勤務の途中においてフェリーに乗船した場合は、乗船時間は原
則として全て休息期間となる。（	○・×	）

	 （解答は７面）

募集人員 32 人

受講資格

①（一社）東京都トラック協会会員事業者の役員、または
その社員で経営管理職の経験３年以上の方、もしくはこれ
に準ずる方
②関東トラック協会会員事業者の役員、またはその社員で
経営管理職の経験３年以上の方、もしくはこれに準ずる方
③その他、特に会長が認めた方

申し込み
手続き期限 平成28年９月30日㈮

申し込み先

募集パンフレットに付属の受講申込書（東京都トラック協会ホ
ームページ［HP］よりダウンロード可能）に必要事項を記載の上、
所属支部（関東各県トラック協会会員の場合は所属協会）を
経由し、東ト協教育研修部宛てに郵送または FAXで申し込み
（その他の方は直接教育研修部へ）
※募集パンフレットは東ト協各支部にも配布してあります。

研修期間 平成 28年 10月 26日㈬�〜�29 年 8月 2日㈬
※修了式は平成 29年 9月 5日㈫

授業時間 総計 145時間

受講料
⑴東ト協会員事業者の役員およびその社員：�35万円（税込み）
⑵関ト協会員事業者の役員およびその社員：�35万円（税込み）
⑶その他：40万円（税込み）

授業予定
日時・場所

日時：原則として水曜日の13時 30分〜 17時 45分
　　　（※講師の都合により曜日・時間変更の場合あり）
場所：東京都トラック総合会館 6階研修室他

問い合わせ先
東京都トラック協会�教育研修部
〒 160-0004�東京都新宿区四谷 3-1-8
☎ 03-3359-4137 ／ FAX�03-3359-6020

※年間時間割およびカリキュラムや申し込み方法等の詳細は東ト協ホームページを参照。

第17期「物流経営士資格認定講座」受講生を募集
申し込みは9月30日㈮まで

物流経営士課程の５大メリット
メリット１：マネジメント能力の向上
　専門講師陣により、経営の基礎から物流の方向性まで幅広い知
識が体系的に学べます。視野の拡大とマネジメント能力・営業能
力のアップに繋がり、プレゼンテーション能力が向上します。

メリット２：ビジネスチャンスの獲得
　新分野からのロジスティクスニーズに対し、いち早く有効な情報を
見いだし、ビジネスチャンスをつかむ能力を高めます。

メリット３：ITスキルの習得
　ビジネス・データ処理技術やパソコンを用いたシミュレーション分
析など、高度情報化時代に必須のスキルが学べます。

メリット４：ヒューマン・ネットワークの構築
　宿泊研修を含む10か月間の長期研修を通じ、ヒューマン・ネッ
トワークが構築できます。

メリット５：物流経営士認定
　全課程修了後の試験に合格することにより、（公社）全日本トラッ
ク協会から「物流経営士」として認定されます。

岩手県ト協では、盛岡市から岩泉町へ4トン車2台で米10kg×600袋を輸送
（9月2日）

図　全日本トラック協会災害対策本部体制図
【本部長】 会長

【副本部長】 理事長

【本部員】 常勤役員

【情報班】 【輸送班】 【総務班】
（交通・環境部／
経営改善事業部） （輸送事業部） （総務部）

・情報の収集、伝達
に関すること

・現状把握に関する
こと

・関係機関等との連
絡・調整に関する
こと

・緊急・救援輸送の要請
（割当）に関すること
・輸送隊の編成・運用に
関すること

・必要な応急対策の実施
に関すること

・中央本部の管理に関する
こと

・トラック協会が被災した
場合の対応に関すること
⑴ 協会施設の被害状況
の調査

⑵ バックアップ拠点と
の連絡・調整

⑶ 職員の被災状況の調
査

⑷ 職員の出勤に関する
対応策の検討

⑸ 業務に必要な物資の
調達

「
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

防
災
業
務
計
画
」
を
策
定

防
災
体
制
を
明
文
化

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

９
月
１
日
︑﹁
公
益
社
団
法

人
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会　

防
災
業
務
計
画
﹂
を
策
定
し

た
︒

　

同
計
画
は
︑
非
常
災
害
に

対
処
す
る
た
め
︑
防
災
に
関

す
る
必
要
な
体
制
を
確
立

し
︑
防
災
業
務
を
的
確
か
つ

迅
速
に
実
施
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
︒

　

同
計
画
の
第
２
章
で
は
︑

﹁
防
災
対
策
の
確
立
﹂
と
し

て
︑
災
害
対
策
本
部
の
構
成

員
や
組
織
運

営
な
ど
に
つ

い
て
記
載
︒

体
制
図︵
図
︶

を
示
し
︑
各

班
が
担
う
業

務
等
を
明
確

に
し
た
︒

　

同
計
画
の

詳
細
は
︑
全

ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参

照
︒

第44回適正化事業委員会（９月14日、全ト協）

あいさつする山本青年部会長（９月６日、全ト協）
全ト協の藤原常務理事から修了生に物流経営士認定
証が授与された（9月6日、東京都トラック総合会館）

第40回ダンプトラック部会（9月8日、全ト協）

台
風
10
号
に
よ
る
緊
急
支
援

物
資
輸
送
を
13
件
実
施

岩
手
県
ト
協
、
北
海
道
ト
協
な
ど
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

N
ew

s 2016.9.1—
9.15

時

こ
こ
ま
で
来
た

新
代

天天
然然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

　

特
別
顧
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
天
然
ガ
ス
自
動
車
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
事
務
局
：
（
一
社
）
日
本

ガ
ス
協
会
）
の
海
外
視
察
︑
２
０

１
５
年
度
の
視
察
を
通
し
て
︑
タ

イ
を
中
心
と
し
た
東
南
ア
ジ
ア
の

天
然
ガ
ス
自
動
車
の
普
及
状
況
に

つ
い
て
述
べ
た
い
︒

　

タ
イ
に
お
け
る
天
然
ガ
ス
自
動

車
は
︑
現
在
47
万
台
弱
の
Ｃ
Ｎ
Ｇ

車
が
普
及
し
︑
台
数
と
し
て
は
世

界
の
９
番
目
に
位
置
す
る
︒
そ
の

う
ち
︑
乗
用
車
や
中
小
型
ト
ラ
ッ

ク
等
のLight Duty Vehicle

が
40
万
台
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク
等
の

Heavy Duty Vehicle

は
約
７

万
台
を
占
め
る
︒
か
た
や
日
本
は

４
・
５
万
台
の
普
及
︑
う
ち
ト
ラ

ッ
ク
は
２
万
台
で
あ
る
︒
な
お
︑
タ

イ
に
お
い
て
天
然
ガ
ス
自
動
車
が

普
及
し
始
め
た
の
は
︑
約
15
年
前

か
ら
で
あ
る
︒

　

そ
の
一
番
大
き
な
要
因
と
し
て

は
︑
自
国
（
ア
ン
ダ
マ
ン
湾
︑
タ

イ
湾
）
で
天
然
ガ
ス
が
２
０
０
０

年
頃
か
ら
産
出
さ
れ
た
こ
と
に
始

ま
る
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
輸
入
し
て

い
る
原
油
の
量
を
抑
制
す
る
こ
と

を
目
的
に
普
及
が
推
進
さ
れ
た
︒

　

産
出
さ
れ
た
ガ
ス
に
つ
い
て
は
︑

タ
イ
政
府
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
直
轄
の

タ
イ
石
油
公
団
（
Ｐ
Ｔ
Ｔ
）
が
価

格
を
決
定
す
る
仕
組
み
に
し
た
こ

と
も
大
き
い
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
燃

料
価
格
を
政
策
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
︑
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
メ
リ

ッ
ト
を
産
み
出
す
元
と
な
っ
た
︒

　

一
方
︑
ス
タ
ン
ド
に
つ
い
て
は
︑

Ｐ
Ｔ
Ｔ
主
導
の
も
と
︑
マ
ザ
ー
／

ド
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
（
下
図
。
以

下
﹁
Ｍ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
﹂︑
ス
タ
ン
ド

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
上
げ
る
た

め
に
︑
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
へ
Ｃ
Ｎ
Ｇ
を

シ
リ
ン
ダ
ー
に
詰
め
て
運
送
す
る
シ
ス
テ

ム
）
を
採
用
し
︑
現
在
約
５
０
０
箇
所
の

設
置
と
な
っ
た
︒

　

Ｃ
Ｎ
Ｇ
ト
ラ
ッ
ク
は
︑
こ
れ
に
合
わ
せ

て
︑２
０
０
６
年
頃
か
ら
い
す
ゞ
自
動
車
︑

日
野
自
動
車
が
製
造
を
開
始
し
︑
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
と
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
の
差
額
分

を
１
～
２
年
で
回
収
で
き
る
よ
う
に
な
り
︑

市
場
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
︒

　

こ
れ
が
︑
タ
イ
で
急
速
に
普
及
し
た
経

緯
で
あ
る
︒

　

た
だ
し
︑
現
在
は
︑
前
述
の
Ｍ
Ｄ
シ
ス

テ
ム
が
収
支
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
り
︑

２
０
１
２
年
に
Ｃ
Ｎ
Ｇ
価
格
を
上
げ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
と
な
っ
た
︒
こ
れ
に
よ
り
︑

２
０
１
４
年
頃
か
ら
急
速
に
普
及

が
減
速
し
︑
現
在
で
は
年
間
１
０

０
０
台
程
度
の
普
及
と
な
っ
て
い
る
︒

　

Ｐ
Ｔ
Ｔ
は
︑
今
後
も
Ｃ
Ｎ
Ｇ
価

格
を
値
上
げ
す
る
と
一
旦
ア
ナ
ウ

ン
ス
を
し
た
が
︑
ユ
ー
ザ
ー
お
よ

び
ス
タ
ン
ド
経
営
者
の
不
満
が
発

生
し
た
の
を
受
け
︑
民
間
活
力
の

た
め
に
Ｃ
Ｎ
Ｇ
販
売
の
自
由
化
施

策
を
と
る
と
と
も
に
︑
Ｃ
Ｎ
Ｇ
価

格
を
下
げ
る
よ
う
検
討
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
︒
今
後
の
動
向

を
見
届
け
た
い
︒

　

タ
イ
に
つ
い
て
は
︑
Ｃ
Ｎ
Ｇ
価

格
や
ス
タ
ン
ド
政
策
が
安
定
継
続

し
て
い
く
こ
と
︑
す
な
わ
ち
政
権

が
交
代
し
て
も
一
貫
し
た
国
の
姿

勢
が
重
要
で
︑
そ
れ
が
天
然
ガ
ス

自
動
車
の
普
及
に
大
き
く
影
響
す

る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
︒

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ベ
ト
ナ
ム
に
つ
い

て
は
︑
現
在
天
然
ガ
ス
自
動
車
の

実
績
は
︑
数
字
と
し
て
大
き
く
な

い
が
︑
今
回
の
南
部
経
済
回
廊
で

の
移
動
を
通
じ
て
︑
物
流
網
の
整

備
と
と
も
に
︑
今
後
さ
ら
に
発
展

し
て
い
く
だ
ろ
う
︒
そ
う
な
る
と
︑

交
通
量
が
増
え
る
に
従
い
排
出
ガ

ス
に
よ
る
沿
道
の
環
境
悪
化
も
懸

念
さ
れ
る
た
め
︑
今
後
天
然
ガ
ス

自
動
車
の
普
及
拡
大
が
望
ま
れ
る

に
違
い
な
い
︒

　

今
回
の
視
察
を
機
に
︑
我
が
国

の
天
然
ガ
ス
自
動
車
を
め
ぐ
る
様

々
な
環
境
が
一
層
整
備
さ
れ
︑
我

が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

や
環
境
面
で
の
向
上
に
資
す
る
と

と
も
に
︑
新
興
国
へ
の
貢
献
と
し

て
車
両
を
含
む
関
連
技
術
が
提
供

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
︒

第30回 『世界の天然ガス自動車の普及状況について』
～東南アジア（タイ、カンボジア、ベトナム）の現状について～

早稲田大学理工学術院　教授　大聖泰弘
【図】マザー／ドーターシステム（MDシステム）の概要

目
指
し
て
い
る
︒

　

実
験
開
始
に
当
た
り
︑
特

殊
車
両
通
行
許
可
の
基
準
に

つ
い
て
︑
安
全
性
を
十
分
に

確
保
し
つ
つ
︑
車
両
長
を
現

行
の
21
㍍
か
ら
25
㍍
ま
で
緩

和
す
る
特
例
を
設
け
る
必
要

が
あ
る
た
め
︑
本
特
例
に
つ

い
て
９
月
29
日
ま
で
意
見
募

集
を
行
い
︑
10
月
か
ら
実
験

参
加
者
を
公
募
す
る
︒

　

実
験
対
象
と
な
る
の
は
︑

新
東
名
を
主
た
る
区
間
と
す

る
最
大
約
５
０
０
㌔
㍍
程
度

の
区
間
で
︑
新
東
名
の
利
用

は
︑
未
整
備
の
海
老
名
～
御

殿
場
間
を
含
む
約
２
５
０
㌔

㍍
と
す
る
︒

　

衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ

や
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
な

ど
の
安
全
技
術
を
装
着
し
て

い
る
こ
と
が
要
件
で
︑
危
険

物
な
ど
の
積
載
は
認
め
な
い
︒

運
転
者
に
対
し
て
も
︑
大
型

免
許
お
よ
び
け
ん
引
免
許

（
５
年
以
上
）
を
保
有
し
︑

運
輸
業
で
５
年
以
上
の
従
事

経
験
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
求

め
て
い
る
︒

　

な
お
︑
９
月
16
日
︑
同
実

験
の
運
用
・
効
果
検
証
を
行

う
た
め
︑
有
識
者
お
よ
び
関

係
機
関
で
構
成
さ
れ
る
﹁
ダ

ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
実
験
協

議
会
﹂
を
設
置
し
︑
初
会
合

を
開
催
す
る
︒

近
畿
圏
の
高
速
料
金
の

基
本
方
針
案

国
土
幹
線
道
路
部
会

　

国
土
交
通
省
は
９
月
13

日
︑
社
会
資
本
整
備
審
議
会

道
路
分
科
会
第
25
回
国
土
幹

線
道
路
部
会
（
寺
島
実
郎
部

会
長
）
を
開
催
し
た
︒
同
部

会
で
は
︑
近
畿
圏
の
高
速
道

路
を
賢
く
使
う
た
め
の
料
金

体
系
基
本
方
針
（
案
）
が
示

さ
れ
た
︒
今
後
の
近
畿
圏
の

料
金
等
に
つ
い
て
は
︑
こ
れ

ま
で
同
部
会
で
︑
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
を
含
む
12
の
団

体
・
関
係
自
治
体
か
ら
ヒ
ア

リ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
︒

　

同
部
会
で
示
さ
れ
た
基
本

方
針
（
案
）
で
は
︑
近
畿
圏

の
将
来
像
と
高
速
道
路
を
取

り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
に
触

れ
た
上
で
︑
近
畿
圏
の
高
速

道
路
を
賢
く
使
う
た
め
の
今

後
の
料
金
体
系
の
あ
り
方
の

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
︑

﹁
利
用
度
合
い
に
応
じ
た
公

平
な
料
金
体
系
﹂︑﹁
管
理
主

体
を
超
え
た
シ
ン
プ
ル
で
シ

ー
ム
レ
ス
な
料
金
体
系
﹂︑

﹁
交
通
流
動
の
最
適
化
の
た

め
の
戦
略
的
な
料
金
体
系
﹂

を
挙
げ
︑
特
に
︑
近
畿
圏
で

は
﹁
必
要
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
充
実
と
合
理
的
な
料
金
体

系
の
整
理
と
の
両
立
﹂︑﹁
管

理
主
体
の
整
理
﹂
に
特
段
の

対
応
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘

し
た
︒

　

そ
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
︑
①
料
金
水
準

や
車
種
区
分
に
つ
い
て
対
距

離
制
を
基
本
と
し
て
統
一
す

る
な
ど
﹁
料
金
体
系
の
整
理

・
統
一
﹂︑
②
高
速
道
路
会

社
で
の
一
元
的
な
管
理
の
検

討
や
︑
経
路
に
よ
ら
な
い
同

一
料
金
の
導
入
の
た
め
の﹁
管

理
主
体
の
統
一
も
含
め
た
継

ぎ
目
の
な
い
料
金
の
実
現
﹂︑

さ
ら
に
︑
③
混
雑
状
況
に
応

じ
た
料
金
施
策
の
導
入
な
ど

﹁
戦
略
的
な
料
金
体
系
﹂
が

掲
げ
ら
れ
た
︒

　

ま
た
︑
料
金
体
系
の
確
立

に
あ
た
っ
て
は
︑﹁
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
等
の
進
展
に

合
わ
せ
て
︑
激
変
緩
和
措
置

も
講
じ
な
が
ら
段
階
的
に
導

入
し
て
い
く
こ
と
﹂と
さ
れ
た
︒

　

な
お
︑
今
後
︑
具
体
的
な

内
容
の
検
討
が
進
め
ら
れ
︑

29
年
度
か
ら
︑
近
畿
圏
の
新

た
な
料
金
が
ス
タ
ー
ト
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
︒

コ
ン
テ
ナ
重
量
等
確
認
へ

条
約
改
正
で
10
月
か
ら
本
格
化

　

国
土
交
通
省
海
事
局
は
８

月
31
日
︑
ポ
ー
ト
・
ス
テ
ー

ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
Ｐ
Ｓ

Ｃ
︑
外
国
船
舶
に
対
す
る
寄

港
国
に
よ
る
監
督
）
に
よ
る

コ
ン
テ
ナ
重
量
な
ど
の
安
全

情
報
確
認
を
10
月
か
ら
本
格

的
に
行
う
と
発
表
し
た
︒

　

荷
送
人
に
よ
る
コ
ン
テ
ナ

の
正
確
な
重
量
の
申
告
を
確

実
に
す
る
た
め
︑
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ

Ｓ
条
約
が
改
正
さ
れ
︑
今
年

７
月
か
ら
発
効
し
て
い
る
が
︑

発
効
後
３
か
月
間
は
︑
各
国

当
局
に
対
し
柔
軟
な
対
応
を

取
る
こ
と
を
求
め
る
通
知
が

Ｉ
Ｍ
Ｏ
（
国
際
海
事
機
関
）

か
ら
回
章
さ
れ
て
い
る
た
め
︑

10
月
か
ら
本
格
的
な
確
認
を

開
始
す
る
こ
と
に
し
た
︒

　

ま
た
︑
外
国
船
舶
に
お
け

る
荷
崩
れ
事
故
の
防
止
の
た

め
︑
９
月
１
日
か
ら
３
か
月

間
に
わ
た
り
︑
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
地
域
の
国
々
と
協
調
し

て
Ｐ
Ｓ
Ｃ
に
よ
る
﹁
貨
物
固

定
方
法
に
関
す
る
集
中
検
査

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
を
行
う
と

と
も
に
︑
荷
送
人
に
よ
り
貨

物
に
関
す
る
所
要
の
情
報
が

船
側
に
適
正
に
申
告
さ
れ
て

い
る
か
確
認
す
る
︒

圏
央
道
開
通
で
税
収
増

物
流
施
設
等
の
立
地
進
む

　

国
土
交
通
省
は
９
月
５

日
︑
昨
年
10
月
31
日
に
圏
央

道
桶
川
北
本
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
～
白
岡
菖
蒲

Ｉ
Ｃ
が
開
通
し
︑
東
名
～
東

北
道
ま
で
が
繋
が
っ
た
こ
と

に
よ
り
︑沿
線
の
市
町
で
は
︑

大
型
物
流
施
設
等
の
立
地
や

生
産
性
向
上
が
進
み
︑
雇
用

や
税
収
が
増
加
し
て
い
る
︑

と
発
表
し
た
︒

　

圏
央
道
の
開
通
に
よ
り
︑

沿
線
自
治
体
に
立
地
す
る
大

型
物
流
施
設
等
は
︑
平
成
21

年
に
１
１
４
０
件
だ
っ
た
も
の

が
26
年
に
は
１
２
１
９
件
へ
と

５
年
間
で
約
80
件
増
加
し
︑

﹁
配
送
時
間
の
短
縮
に
よ
り

生
産
性
が
向
上
し
た
﹂
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
︒

　

大
型
物
流
施
設
等
の
従
業

員
数
は
︑
５
年
間
で
約
８
０

０
０
人
増
加
し
て
お
り
︑
沿

線
自
治
体
の
法
人
住
民
税
は

５
年
間
で
約
１
４
０
億
円
増

加
し
︑
同
じ
く
固
定
資
産
税

（
家
屋
）
は
約
50
億
円
増
加

し
た
と
︑
そ
の
ス
ト
ッ
ク
効

果
を
算
出
し
て
い
る
︒

　

特
に
︑
川
島
イ
ン
タ
ー
産

業
団
地
を
整
備
し
て
企
業
を

誘
致
し
た
埼
玉
県
川
島
町
で

は
︑
大
型
物
流
施
設
等
が
５

年
で
約
10
件
増
加
し
︑
従
業

者
数
が
約
８
０
０
人
増
え
︑

法
人
住
民
税
は
約
１
億
円
︑

固
定
資
産
税
は
約
２
億
円
増

加
し
て
い
る
︒

エ
ネ
特
で
80
億
円
要
求

低
燃
費
ト
ラ
ッ
ク
導
入
補
助
も

　

国
土
交
通
省
は
自
動
車
局

の
来
年
度
予
算
概
算
要
求
の

う
ち
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特

別
会
計
に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
向
け
の
予
算
と
し

て
︑
前
年
度
予
算
並
み
の
約

80
億
円
を
要
求
し
て
い
る
︒

　

こ
の
う
ち
︑
環
境
省
連
携

事
業
で
は
︑
低
炭
素
型
デ
ィ

ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
普
及
加
速

化
事
業
に
30
億
円
︑
先
進
環

境
対
応
ト
ラ
ッ
ク
等
導
入
加

速
事
業
に
10
億
円
を
要
求
す

る
︒

　

低
炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト

ラ
ッ
ク
普
及
加
速
化
事
業

は
︑
燃
費
性
能
が
高
い
最
先

端
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
の

導
入
に
対
し
補
助
す
る
制
度

で
︑
燃
費
性
能
要
件
を
従
来

よ
り
強
化
す
る
一
方
で
︑
経

年
車
の
廃
車
が
伴
わ
な
く
て

も
補
助
対
象
と
す
る
こ
と
に

し
た
︒
補
助
額
は
︑
経
年
車

の
廃
車
が
あ
る
場
合
は
︑
標

準
的
燃
費
水
準
車
両
と
の
差

額
の
２
分
の
１
︑
廃
車
が
な

い
場
合
は
同
じ
く
３
分
の
１

を
補
助
す
る
︒

　

先
進
環
境
対
応
ト
ラ
ッ
ク

等
導
入
加
速
事
業
は
︑
大
型

Ｃ
Ｎ
Ｇ
ト
ラ
ッ
ク
の
導
入
を

支
援
す
る
も
の
で
︑
標
準
的

燃
費
水
準
車
両
と
の
差
額
の

２
分
の
１
を
補
助
す
る
︒

　

一
方
︑
経
済
産
業
省
連
携

事
業
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

に
お
け
る
省
エ
ネ
化
推
進
事

業
に
40
億
円
を
要
求
す
る
︒

車
両
動
態
管
理
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
省
エ
ネ
効
果
を
実

証
す
る
事
業
者
を
支
援
す
る

も
の
で
︑
ク
ラ
ウ
ド
型
に
は

導
入
費
用
の
２
分
の
１
︑
メ

モ
リ
ー
カ
ー
ド
型
に
は
同
３

分
の
１
を
補
助
す
る
︒

投
資
促
進
税
制
延
長
要
望

中
小
企
業
の
ト
ラ
ッ
ク
取
得
等

　

国
土
交
通
省
自
動
車
局
の

来
年
度
税
制
改
正
要
望
で

は
︑
期
限
切
れ
を
迎
え
る
中

小
企
業
投
資
促
進
税
制
の
２

年
間
延
長
を
求
め
て
い
る
︒

中
小
企
業
が
車
両
総
重
量
３

・
５
㌧
以
上
の
ト
ラ
ッ
ク
な

ど
を
取
得
し
た
場
合
の
特
別

償
却
（
取
得
価
格
の
30
％
）

ま
た
は
税
額
控
除
（
７
％
）

の
特
例
を
受
け
ら
れ
る
措
置

で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

を
含
む
中
小
企
業
の
設
備
投

資
を
促
進
す
る
効
果
が
あ
る
︒

　

物
流
コ
ス
ト
の
抑
制
の
ほ

か
︑
新
た
な
設
備
投
資
（
車

両
︑
関
連
機
器
等
）
に
も
繋

が
っ
て
お
り
︑
幅
広
い
関
連

業
界
へ
の
経
済
波
及
効
果
が

期
待
で
き
る
︒

　

車
体
課
税
に
つ
い
て
は
︑

消
費
税
率
引
き
上
げ
の
延
期

に
伴
い
︑
自
動
車
取
得
税
の

廃
止
︑
自
動
車
税
の
環
境
性

能
割
導
入
も
平
成
31
年
10
月

に
延
期
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

っ
て
い
る
︒
こ
の
た
め
来
年

度
は
︑
重
量
税
︑
取
得
税
の

エ
コ
カ
ー
減
税
お
よ
び
取
得

税
の
各
種
特
例
︑
自
動
車
税

等
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
延

長
を
要
望
す
る
︒

　

来
年
度
改
正
で
は
こ
の
ほ

か
︑
中
小
企
業
の
貸
倒
引
当

金
の
特
例
措
置
の
延
長
も
要

望
す
る
︒

　
﹁
ジ
ャ
パ
ン
ト
ラ
ッ
ク
シ
ョ

ー
２
０
１
６
﹂（（
一
社
）
国

ジ
ャ
パ
ン
ト
ラ
ッ
ク
シ
ョ
ー
２
０
１
６

業
界
関
係
者
ら
約
２
万
６
千
人
が
来
場

際
物
流
総
合
研
究
所
主
催
︑

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ほ
か

後
援
）
が
︑

９
月
１
日
～

３
日
に
か
け

て
神
奈
川
県

横
浜
市
の
パ

シ
フ
ィ
コ
横

浜
で
開
催
さ

れ
た︵
写
真
︶︒

　

ト
ラ
ッ
ク

メ
ー
カ
ー
や

架
装
メ
ー
カ

ー
︑
関
連
機

器
メ
ー
カ
ー

な
ど
75
社
が

出
展
︒
来
場

者
は
３
日
間

で
２
万
６
０

６
３
人
を
数

え
た
︒

　

な
お
︑
次
回
は
平
成
30
年

５
月
10
日
～
12
日
に
開
催
さ

れ
る
予
定
︒

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
実
験

11
月
か
ら
新
東
名
を
中
心
に
開
始
予
定

　

国
土
交
通
省
は
８
月
31

日
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
省
人

化
を
促
進
し
︑
生
産
性
向
上

を
図
る
た
め
︑
１
台
で
通
常

の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
の

輸
送
が
可
能
な
﹁
ダ
ブ
ル
連

結
ト
ラ
ッ
ク
﹂
の
実
験
を
︑

11
月
か
ら
新
東
名
高
速
道
路

を
中
心
と
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド

　

国
土
交
通
省
自
動
車
局
の

加
藤
進
貨
物
課
長
と
船
木
久

湖
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
推
進
官
は
９
月
２

日
︑
鴻
池
運
輸
㈱
が
行
う
中

継
輸
送
の
現
場
を
視
察
し

た
︒
鴻
池
運
輸
で
は
︑
深
刻

な
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
対
応

す
る
た
め
︑
関
東
圏
と
関
西

圏
間
の
中
間
地
点
に
拠
点
を

設
け
︑
双
方
か
ら
出
発
し
た

ト
レ
ー
ラ
を
ス
イ
ッ
チ
（
切

　

鴻
池
運
輸
で
は
︑
平
成
26

年
10
月
に
静
岡
県
島
田
市
に

中
継
輸
送
の
拠
点
と
し
て

﹁
ス
イ
ッ
チ
セ
ン
タ
ー
﹂
を

開
設
︒

平
成
26
年
に
ス
イ
ッ
チ
セ
ン
タ
ー
を
設
置

鴻
池
運
輸
の
中
継
輸
送
へ
の
取
り
組
み

で
開
始
す
る
と
発
表
し
た
︒

平
成
29
年
度
末
を
目
途
に
実

験
と
り
ま
と
め
を
行
い
︑
本

格
導
入
に
向
け
た
条
件
な
ど

を
検
討
す
る
︒
将
来
の
自
動

運
転
・
隊
列
走
行
も
見
据
え

つ
つ
︑
省
人
化
の
効
果
︑
安

全
性
等
を
検
証
し
た
上
で
︑

30
年
度
以
降
の
本
格
導
入
を

り
替
え
）
し
︑
貨
物
（
ト
レ

ー
ラ
）
は
着
地
へ
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
（
ト
ラ
ク
タ
）
は
そ
れ

ぞ
れ
発
地
に
戻
る
中
継
輸
送

を
実
施
し
て
い
る
︒
加
藤
課

長
と
船
木
推
進
官
は
︑
関
東

圏
か
ら
関
西
圏
へ
と
向
か
う

車
両
の
中
継
地
点
ま
で
の
行

程
に
同
乗
し
た
︒

　

加
藤
課
長
ら
は
︑
関
東
か

ら
関
西
へ
の
貨
物
の
発
地
の

１
つ
で
あ
る
︑
神
奈
川
県
綾

瀬
市
の
サ
ン
ト
リ
ー
プ
ロ
ダ

ク
ツ
㈱
の
神
奈
川
綾
瀬
配
送

セ
ン
タ
ー
（
鴻
池
運
輸
東
日

本
支
店
神
奈
川
綾
瀬
営
業

所
）
か
ら
視
察
を
開
始
︒
神

奈
川
綾
瀬
営
業
所
で
の
︑
受

付
や
安
全
確
認
の
状
況
︑
貨

物
の
積
み
込
み
作
業
な
ど
を

視
察
し
た
の
ち
︑
ス
イ
ッ
チ

セ
ン
タ
ー
へ
向
か
う
同
社
車

両
に
同
乗
し
た
︒
車
両
は
︑

東
名
高
速
等
を
走
行
し
︑
静

岡
県
島
田
市
の
島
田
金
谷
ス

イ
ッ
チ
セ
ン
タ
ー
営
業
所
へ

到
着
︒
到
着
後
の
車
両
点
検

等
や
関
西
へ
向
か
う
ト
レ
ー

ラ
を
切
り
離
し
︑
翌
日
の
運

行
に
備
え
て
関
西
か
ら
他
の

ト
ラ
ク
タ
が
運
ん
で
き
た
関

東
へ
向
か
う
ト
レ
ー
ラ
へ
の

再
連
結
作
業
を
視
察
し
た
︒

ま
た
︑
中
継
輸
送
専
用
に
開

設
さ
れ
た
ス
イ
ッ
チ
セ
ン
タ

ー
営
業
所
で
は
︑
所
内
の
事

務
所
︑
休
憩
室
︑
男
性
・
女

性
休
憩
室
︑
シ
ャ
ワ
ー
室
な

ど
の
各
施
設
も
見
学
し
た
︒

　

こ
れ
ま
で
は
︑
関
東
圏
か

ら
関
西
圏
を
ト
ラ
ッ
ク
で
運

行
す
る
場
合
︑
１
人
の
ド
ラ

イ
バ
ー
が
１
泊
２
日
で
全
て

の
行
程
を
担
っ
て
い
た
が
︑

こ
の
ス
イ
ッ
チ
セ
ン
タ
ー
で
︑

ト
ラ
ク
タ
を
入
れ
替
え
て
ト

レ
ー
ラ
を
引
き
継
ぎ
︑
関
東

か
ら
来
た
ト
ラ
ク
タ
は
関
西

か
ら
来
た
ト
レ
ー
ラ
を
連
結

し
関
東
へ
︑
ま
た
︑
関
西
か

ら
来
た
ト
ラ
ク
タ
は
関
東
か

ら
来
た
ト
レ
ー
ラ
を
連
結
し

て
関
西
へ
と
運
行
す
る
︒

　

こ
の
中
継
輸
送
に
よ
り
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
は
日
帰
り
運
行

が
可
能
で
︑
不
規
則
な
就
業

形
態
や
長
時
間
労
働
を
解
消

す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

同
社
で
は
︑
深
刻
な
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
に
対
応
す
る
と

と
も
に
︑
拘
束
時
間
・
運
転

時
間
等
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
強
化
の
た
め
︑
今
後
も
ス

イ
ッ
チ
セ
ン
タ
ー
構
想
を
推

進
す
る
と
し
て
い
る
︒
ト
レ

ー
ラ
化
の
推
進
と
合
わ
せ
て
︑

ス
イ
ッ
チ
輸
送
の
た
め
の
車

両
を
増
車
し
︑﹁
不
規
則
・

長
時
間
労
働
の
解
消
﹂﹁
女

性
と
若
手
ド
ラ
イ
バ
ー
の
採

用
・
育
成
﹂﹁
魅
力
あ
る
職

場
づ
く
り
と
福
利
厚
生
な
ど

待
遇
の
向
上
﹂
に
繋
げ
て
い

く
と
し
て
い
る
︒

に
取
り
組
む
事
業
を
支
援
す

る
枠
組
み
へ
と
転
換
す
る
も

の
で
︑
政
令
で
は
︑
施
行
期

日
を
定
め
る
政
令
の
ほ
か
︑

経
済
産
業
大
臣
が
行
う
認
定

等
の
権
限
の
う
ち
︑
１
都
道

府
県
内
の
み
で
行
わ
れ
る
中

小
企
業
流
通
業
務
総
合
効
率

化
事
業
に
関
す
る
権
限
を
︑

都
道
府
県
知
事
に
委
譲
す
る

な
ど
の
規
程
整
備
を
行
う
政

令
も
決
定
さ
れ
た
︒

改
正
物
効
法10月

１
日
施
行

　

政
府
は
９
月
２
日
︑
改
正

総
合
物
流
効
率
化
法
（
物
効

法
）
の
施
行
日
を
︑
今
年
10

月
１
日
と
定
め
た
政
令
な
ど

を
閣
議
決
定
し
た
︒

　

改
正
法
は
︑
従
来
の
施
設

整
備
を
支
援
す
る
法
律
か

ら
︑
複
数
の
物
流
事
業
者
な

ど
が
連
携
し
て
物
流
効
率
化

10
月
は
年
次
有
給
休
暇

取
得
促
進
期
間

「
し
っ
か
り
休
め
る

職
場
づ
く
り
」
目
指
す

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
年
次

有
給
休
暇
を
取
得
し
や
す
い

環
境
整
備
を
促
進
す
る
た

め
︑
翌
年
度
の
年
次
有
給
休

暇
の
計
画
的
付
与
に
つ
い
て

労
使
で
話
し
合
い
を
始
め
る

前
の
時
期
で
あ
る
10
月
を

﹁
年
次
有
給
休
暇
取
得
促
進

期
間
﹂
と
し
て
︑
集
中
的
な

周
知
・
広
報
活
動
を
実
施
し

て
い
る
︒

　

同
省
で
は
︑
今
般
ポ
ス
タ

ー
お
よ
び
リ
ー
フ
レ
ッ
ト︵
写

真
︶
を
作
成
︒
土
・
日
曜
・

祝
日
に
年
次
有
給
休
暇
を
組

み
合
わ
せ
て
連
休
を
実
現
す

る
﹁
プ
ラ
ス
ワ
ン
休
暇
﹂
や
︑

年
次
有
給
休
暇
付
与
日
数
の

う
ち
５
日
を
除
い
た
残
り
の

日
数
を
︑
企
業
が
計
画
的
に

割
り
振
る
こ
と
の
で
き
る﹁
計

画
的
付
与
制
度
﹂
な
ど
を
活

用
す
る
こ
と
で
︑
労
使
一
体

と
な
っ
て
計
画
的
に
年
次
有

給
休
暇
を
取
得
す
る
よ
う
呼

び
か
け
て
い
る
︒

﹁
高
年
齢
者
雇
用
開
発
フ

ォ
ー
ラ
ム
﹂
を
開
催

10
月
５
日
、
東
京
で

　

厚
生
労
働
省
と
（
独
）
高

齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支

援
機
構
は
10
月
５
日
︑
イ
イ

ノ
ホ
ー
ル
（
東
京
都
千
代
田

区
）
で
﹁
高
年
齢
者
雇
用
開

発
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹂
を
開
催
す

る
︒

　

午
前
の
部
（
10
～
12
時
）

で
は
︑
高
年
齢
者
が
働
き
や

す
い
職
場
環
境
に
す
る
た
め

に
企
業
等
が
行
っ
た
創
意
工

夫
の
事
例
を
募
集
し
た
﹁
平

成
28
年
度
高
年
齢
者
雇
用
開

発
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
の
表
彰
式

お
よ
び
記
念
講
演
︑
午
後
の

部（
13
時
20
分
～
16
時
30
分
）

で
は
︑
同
コ
ン
テ
ス
ト
の
受

賞
企
業
等
に
よ
る
事
例
発
表

や
︑
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
予

定
さ
れ
て
い
る
︒

　

参
加
申
し
込
み
は
９
月
29

日
㈭
ま
で
︒
お
問
い
合
わ
せ

先
＝
（
独
）
高
齢
・
障
害
・

求
職
者
雇
用
支
援
機
構
（
☎

０
４
３
・
２
９
７
・
９
５
２

７
）︒

一
部
通
行
止
め
の
お
知
ら

せ

瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道

　

10
月
30
日
㈰
︑
国
際
サ
イ

ク
リ
ン
グ
大
会
﹁
サ
イ
ク
リ

ン
グ
し
ま
な
み
２
０
１
６
﹂
の

開
催
に
伴
い
︑
西
瀬
戸
自
動

車
道
（
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海

道
）
は
一
部
通
行
止
め
と
な

る
︒
通
行
止
め
区
間
と
時
間

は
以
下
の
通
り
︒

▼
区
間
：
今
治
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
～
生
口

島
北
Ｉ
Ｃ
上
下
線

▼
時
間
：
午
前
６
時
～
午

前
11
時

中継輸送の車両に同乗視察する加藤貨物課長

スイッチセンター営業所でのトラクタとトレーラの切り離し作業の様子を視察（9月2日、静岡県
島田市）

中
継
輸
送
車
両
に
同
乗
視
察

自
動
車
局
の
加
藤
貨
物
課
長
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東
京
都
中
央
区
に
本
社
を

置
く
味
の
素
物
流
㈱
は
︑
そ

の
社
名
が
示
す
通
り
︑
味
の

素
㈱
の
物
流
子
会
社
で
あ
る

が
︑輸
送
活
動
全
体
の
う
ち
︑

味
の
素
製
品
の
輸
送
が
占
め

る
割
合
は
45
％
程
度
で
︑
幹

線
輸
送
・
利
用
運
送
の
担
当

部
署
で
は
︑
協
力
会
社
に
よ

る
食
品
以
外
の
荷
物
な
ど
も

取
り
扱
っ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
北
海
道
か
ら
九
州

に
か
け
て
の
各
地
方
を
拠
点

と
し
︑
域
内
で
の
輸
送
を
手

が
け
る
グ
ル
ー
プ
会
社
﹁
エ

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
や
長

距
離
運
行
に
お
け
る
拘
束
時

間
の
問
題
を
う
ま
く
解
決
し

た
い
﹂︒
そ
の
思
い
が
全
て
の

始
ま
り
だ
っ
た
︒

　

車
中
泊
な
ど
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
負
担
と
な
る
よ
う
な
運

行
形
態
を
な
く
し
︑﹁
朝
出

ー
ス
物
流
﹂
も
︑
食
品
輸
送

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
︑

味
の
素
物
流
の
輸
送
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
支
え
て
い
る
︒

発
し
て
︑
そ
の
日
の
夕
方
に

は
戻
っ
て
こ
ら
れ
る
よ
う
な

運
行
﹂
を
実
現
し
た
い
︒
そ

し
て
︑
多
く
の
荷
物
を
﹁
効

率
的
か
つ
安
定
的
﹂
に
運
び

た
い
︒
そ
の
２
つ
の
ニ
ー
ズ
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
︑
リ
レ
ー
輸
送
と
い
う
仕

組
み
で
は
な
い
か
︱
︱
そ
ん

な
着
想
か
ら
︑
平
成
26
年
８

月
︑
同
社
の
リ
レ
ー
輸
送
プ

　

そ
の
後
も
リ
レ
ー
輸
送
導

入
へ
向
け
て
の
検
討
は
進
み
︑

26
年
12
月
に
は
試
験
運
行
を

行
う
こ
と
と
な
っ
た
︒
中
継

輸
送
の
実
施
路
線
と
し
て
選

定
し
た
三
重
・
久
喜
の
両
営

業
所
か
ら
静
岡
の
中
継
地
点

ま
で
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
作
成
し
︑
道
路
の
状
況
な

ど
細
か
い
デ
ー
タ
を
と
っ
て

調
整
を
行
い
な
が
ら
︑
３
日

間
か
け
て
試
験
運
行
を
実
施

し
た
︒

　

試
験
運
行
後

に
は
︑
リ
レ
ー

輸
送
専
用
ト
レ

ー
ラ
﹁
リ
レ
ー

ラ
イ
ナ
ー
﹂
の

開
発
に
も
着

手
︒
道
路
運
送

車
両
の
保
安
基

準
が
改
正
さ

れ
︑
バ
ン
型
等

セ
ミ
ト
レ
ー
ラ

の
連
結
装
置

（
キ
ン
グ
ピ
ン

の
中
心
）
か
ら

車
両
後
端
ま
で

の
長
さ
が
12
㍍

か
ら
13
㍍
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
と
い
う
朗
報
も
あ
り
︑
そ

れ
を
踏
ま
え
た
ス
ペ
ッ
ク
で

車
両
を
発
注
︵
表
︶︒
Ｇ
Ｐ

Ｓ
も
搭
載
す
る
こ
と
で
︑
車

両
動
態
管
理
の
精
度
向
上
を

図
っ
た
︒
法
律
関
係
や
経
路

申
請
な
ど
に
よ
る
タ
イ
ム
ロ

ス
は
あ
っ
た
も
の
の
︑
同
改

正
が
施
行
さ
れ
る
27
年
５
月

以
降
の
運
行
開
始
へ
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
っ
た
︒

　
﹁
味
の
素
製
品
を
輸
送
す

る
場
合
︑
荷
物
が
軽
く
︑
容

積
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
た

め
︑
で
き
る
だ
け
大
き
い
ト

レ
ー
ラ
を
作
ろ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
︒
今
は
車

両
の
発
注
か
ら
完
成
ま
で
に

１
年
ほ
ど
か
か
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
︑
当

時
は
メ
ー
カ
ー
が
︑
規
制
緩

和
車
両
を
製
造
し
始
め
て
す

ぐ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
た

め
︑﹃
リ
レ
ー
ラ
イ
ナ
ー
﹄

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
始
ま
っ
た
︒

　
﹁
単
純
に
積
み
込
み
地
か

ら
荷
降
ろ
し
地
ま
で
を
行
き

来
す
る
の
で
は
な
く
︑
そ
の

中
間
点
に
中
継
拠
点
を
設

け
︑
ト
レ
ー
ラ
を
利
用
し
て

荷
物
を
ス
イ
ッ
チ
す
る
こ
と

で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
日
帰
り

運
行
が
可
能
に
な
り
ま
す
︒

拘
束
時
間
の
短
い
運
行
ル
ー

ト
を
創
出
す
れ
ば
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
に
と
っ
て
魅
力
的
な
運

行
形
態
と
な
り
︑
人
材
確
保

に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か

︱
︱
そ
の
よ
う
な
考
え
の

下
︑
リ
レ
ー
輸
送
を
実
現
す

る
た
め
の
運
行
ル
ー
ト
の
検

討
を
開
始
し
ま
し
た
﹂（
河

村
年
博
幹
線
事
業
部
長
）

　

行
き
帰
り
の
荷
主
を
別
々

の
会
社
に
し
て
し
ま
う
と
︑

帰
り
荷
の
確
保
に
難
儀
し
︑

無
駄
な
空
車
回
送
が
増
え
る

と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
︑

同
一
荷
主
（
味
の
素
㈱
）
を

選
択
し
た
︒

　

検
討
の
際
に
大
き
な
課
題

と
な
っ
た
の
は
︑﹁
Ａ
・
Ｂ
の

両
営
業
所
に
安
定
し
た
物
量

が
あ
る
こ
と
﹂︒
そ
の
結
果
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
は
︑

同
社
の
久
喜
営
業
所
（
埼
玉

県
久
喜
市
）
と
︑
三
重
営
業

所
（
三
重
県
四
日
市
市
）
だ

っ
た
︒
両
営
業
所
は
物
量
が

安
定
し
て
多
く
︑
互
い
に
ト

ラ
ッ
ク
の
片
道
便
を
運
行
す

る
な
ど
︑
以
前
か
ら
荷
物
の

行
き
来
が
あ
っ
た
か
ら
だ
︒

ト
レ
ー
ラ
の
切
り
替
え
を
行

う
中
継
拠
点
は
︑
両
営
業
所

の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
す
る
静

岡
営
業
所（
静
岡
県
焼
津
市
）

に
定
め
た
︵
図
︶︒

　
﹁
久
喜
・
三
重
そ
れ
ぞ
れ

の
営
業
所
か
ら
毎
日
出
る
荷

物
を
静
岡
営
業
所
で
ス
イ
ッ

チ
＝
リ
レ
ー
を
し
︑
荷
物
の

橋
渡
し
を
し
て
︑
そ
れ
ぞ
れ

の
拠
点
に
戻
る
こ
と
に
よ
り
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
拘
束
時
間
の

問
題
も
ク
リ
ア
で
き
︑
ト
ラ

ッ
ク
の
安
定
供
給
も
可
能
に

な
る
と
い
う
効
果
が
生
ま
れ

る
と
考
え
ま
し
た
﹂（
同
）

　

同
社
の
リ
レ
ー
輸
送
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
︑
計
画

当
初
か
ら
重
視
さ
れ
て
い
た

の
が
︑﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
と
倉
庫

作
業
者
の
仕
事
を
は
っ
き
り

分
け
る
こ
と
﹂
と
︑﹁
ノ
ー

検
品
﹂
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

だ
っ
た
︒
完
全
な
分
業
制
を

実
現
し
よ
う
と
い
う
こ
の
ア

イ
デ
ア
も
︑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

盛
り
込
ま
れ
た
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
が
積
み
込
み

時
に
行
う
こ
と
の
多
い
検
品

や
外
装
確
認
︑
ケ
ー
ス
数
や

ロ
ッ
ト
数
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を

全
て
︑倉
庫
作
業
者
が
行
う
︒

緩
衝
材
を
荷
物
の
間
に
挟
む

作
業
な
ど
は
必
要
に
な
る
も

の
の
︑
基
本
的
に
ド
ラ
イ
バ

ー
は
運
転
に
専
念
す
る
こ
と

と
し
た
︒こ
の
シ
ス
テ
ム
は
︑

荷
役
作
業
が
な
く
︑
身
体
的

負
担
が
軽
い
こ
と
か
ら
︑
年

配
の
ド
ラ
イ
バ
ー
や
女
性
ド

ラ
イ
バ
ー
に
も
適
し
て
い
る

と
い
え
る
︒

河村 年博
幹線事業部長

「リレーライナー」で
空車回送ゼロを実現

◆中継輸送◆導入事例 味の素物流株式会社（東京都中央区）

輸送品質・作業効率向上、人材確保にメリット

実
現
へ
向
け
試
験
運
行

専
用
ト
レ
ー
ラ
の
開
発
に
着
手

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
ノ
ー
検
品
」

運
転
と
荷
役
を
完
全
に
分
業
化

過
労
運
転
防
止
と
人
材
確
保
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
構
築

中
継
輸
送
の
導
入
に
向
け
て

シリーズ
第２回

荷台長さ 13.6m

表　リレー輸送に使用する車両

中継拠点
（静岡営業所）

久喜営業所三重営業所

トレーラA

トラクタA

トレーラAトレーラA

トラクタA

トラクタA トラクタBトレーラB

トラクタB
トラクタB

中距離：中継拠点でトレーラ切り替え、日帰り運行

トレーラBトレーラB

ドライバーA

図　リレー輸送の運行区間

ドライバーB

　

本
特
集
で
は
︑
過
労
運
転
防
止
と
人
材

確
保
の
効
果
が
期
待
さ
れ
︑
徐
々
に
広
が

り
を
見
せ
る
中
継
輸
送
を
取
り
上
げ
て
い

る
︒
今
回
は
︑
中
継
輸
送
の
先
進
事
例
と

し
て
︑
味
の
素
物
流
株
式
会
社
（
田
中
宏

幸
代
表
取
締
役
社
長
︑
東
京
都
中
央
区
）

を
取
材
し
︑
導
入
の
経
緯
や
現
在
の
活
用

状
況
に
つ
い
て
伺
っ
た
︒
同
社
で
は
︑
平

成
27
年
８
月
17
日
か
ら
︑﹁
ス
イ
ッ
チ
（
ト

レ
ー
ラ
の
切
り
替
え
）﹂
に
よ
る
中
継
輸

送
を
導
入
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
こ
の
ス
イ

ッ
チ
に
よ
る
輸
送
形
態
を
﹁
リ
レ
ー
﹂
と

呼
び
︑
専
用
車
両
﹁
リ
レ
ー
ラ
イ
ナ
ー
Ⓡ

（
商
標
登
録
済
み
）﹂
を
開
発
︒
中
継
輸

送
の
導
入
に
よ
り
︑
労
働
時
間
管
理
や
作

業
の
効
率
化
に
よ
る
輸
送
品
質
の
向
上
を

実
現
し
て
お
り
︑
今
後
そ
の
成
功
を
人
材

確
保
へ
と
繋
げ
て
い
く
考
え
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑
同
事
例
を
受
け
て
︑
株
式
会
社

日
通
総
合
研
究
所
の
大
島
弘
明
氏
に
︑
各

運
送
事
業
者
が
中
継
輸
送
を
導
入
す
る
場

合
に
考
慮
す
べ
き
点
や
活
用
の
ポ
イ
ン

ト
︑
メ
リ
ッ
ト
や
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ

い
て
総
括
し
て
い
た
だ
い
た
︒

①

②
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地
方
で
は
荷
物
が
少
な
い
の
は

事
実
で
あ
る
︒
人
口
も
減
少
し
て

高
齢
化
が
進
み
︑
商
店
街
な
ど
も

衰
退
が
目
立
つ
︒
だ
が
︑
そ
の
よ

う
な
中
で
も
元
気
な
中
小
事
業
者

は
存
在
す
る
︒

　

人
口
約
３
万
６
４
０
０
人
の
岬

の
先
端
の
小
さ
な
市
で
︑
大
型
車

か
ら
軽
ト
ラ
ッ
ク
ま
で
保
有
車
両

12
台
で
運
送
業
を
営
ん
で
い
る
事

業
者
が
い
る
︒
規
模
は
小
さ
い
が
︑

先
進
的
な
事
業
展
開
を
し
て
い
て

興
味
深
い
︒

　

同
社
の
経
営
基
盤
は
食
品
の
３

温
度
帯
共
同
配
送
で
あ
る
︒
メ
ー

カ
ー
や
問
屋
︑
大
手
同
業
者
の
物

流
セ
ン
タ
ー
が
集
積
し
て
い
る
地

方
ま
で
︑
大
型
車
で
商
品
を
引
き

取
り
に
行
く
︒
往
復
約
６
０
０
㌔

㍍
な
の
で
︑
高
速
道
路
で
時
速
80

㌔
㍍
な
ら
走
行
時
間
は
約
８
時
間
︒

共
配
に
参
加
し
て
い
る
取
引
先
を

集
荷
し
て
積
み
合
わ
せ

て
帰
っ
て
く
る
︒
そ
れ

を
自
社
の
施
設
で
コ
ー

ス
ご
と
に
仕
分
け
て
配

送
す
る
と
い
う
の
が
メ

イ
ン
の
仕
事
だ
︒
納
品

先
は
地
元
の
小
さ
な
食

品
ス
ー
パ
ー
や
小
売
店

な
ど
で
︑
海
岸
線
に
沿

っ
て
線
状
に
分
布
し
て

い
る
︒
配
送
効
率
が
悪
い
か
ら

共
配
が
生
き
て
く
る
︒
だ
が
︑

こ
こ
ま
で
な
ら
珍
し
く
は
な
い
︒

　

こ
の
事
業
者
が
面
白
い
の
は

地
域
社
会
に
多
様
な
貢
献
を
し

て
い
る
こ
と
だ
︒
例
え
ば
︑
２

年
前
か
ら
配
送
車
両
３
台
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）

を
搭
載
し
て
い

る
︒
人
家
が
海

岸
線
に
帯
状
に

分
布
し
て
い
る

の
で
︑
救
急
車

を
呼
ん
で
も
時

間
が
か
か
る
地

域
が
あ
る
︒
市

内
の
そ
の
よ
う

な
地
域
の
配
送

を
担
当
し
て
い

る
車
両
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
搭
載
し
︑

救
急
車
と
同
時

に
同
社
に
電
話

を
し
て
も
ら
い
︑

一
番
近
く
に
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー

を
向
か
わ
せ
る
︒
も
ち
ろ
ん
全

従
業
員
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
の

訓
練
を
受
け
て
い
る
︒
現
在
︑

地
元
の
消
防
署
に
話
を
し
て
い

る
の
は
︑
タ
ク
シ
ー
な
ど
に
も

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
搭
載
さ
せ
て
︑
搭
載

車
を
消
防
署
に
登
録
し
て
動
態
管

理
し
︑
救
急
要
請
が
あ
っ
た
ら
１

番
近
く
の
車
両
を
消
防
署
の
指
示

で
向
か
わ
せ
︑
救
急
車
の
到
着
ま

で
救
命
活
動
を
さ
せ
る
と
い
う
仕

組
み
の
導
入
で
あ
る
︒

　

同
社
は
移
動
販
売
も
２
㌧
車
２

台
で
行
っ
て
い
る
︒
買
い
物
弱
者

は
注
目
さ
れ
る
が
︑
同
時
に
︑
地

元
商
店
な
ど
の
販
売
弱
者
︑
例
え

ば
︑
豆
腐
屋
な
ど
の
生
産
弱
者
も

存
在
す
る
︒
こ
れ
ら
の
弱
者
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
地
域
社
会
を

維
持
す
る
役
割
が
果
た
せ
る
の
は
︑

地
元
の
中
小
運
送
事
業
者
だ
︑
と

い
う
考
え
方
で
あ
る
︒
そ
の
た
め
︑

い
ず
れ
も
地
元
の
小
売
店
４
店
︑

卸
業
者
３
社
︑
製
造
業
者
８
社
か

ら
商
品
を
仕
入
れ
て
移
動
販
売
し

て
い
る
︒
販
売
価
格
を
店
頭
よ
り

高
く
設
定
し
て
い
る
の
で
︑
30
％

の
粗
利
を
確
保
︒
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
と
し
て
は
ペ
イ
で
き
て
い
る
︒

地
方
な
の
で
共
配
車
両
が
１
日
１

回
転
の
た
め
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
勤

務
時
間
が
短
い
︒
し
か
も
完
全
月

給
制
な
の
で
︑
交
代
で
移
動
販
売

が
で
き
る
こ
と
も
コ
ス
ト
が
低
く

抑
え
ら
れ
る
理
由
で
あ
る
︒

　

ま
さ
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て

の
︑
地
方
の
中
小
事
業
者
の
可
能

性
の
１
つ
を
示
し
て
い
る
︒

第
170
回

地方の中小事業者の１つの可能性

Ａ�

本
人
の
希
望
と
は
関
係
な

く
、
要
件
を
満
た
せ
ば
加

入
手
続
き
が
必
要
に

︻
解
説
︼
ま
ず
︑
今
年
の
10
月
１
日
か

ら
︑
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
社
会
保
険
の

適
用
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
簡

単
に
ご
説
明
い
た
し
ま
す
︒
現
在
︑
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
は
︑
１
日
ま
た
は
１
週

間
の
所
定
労
働
時
間
と
１
か
月
の
所
定

労
働
日
数
が
︑
通
常
の
労
働
者
の
お

お
む
ね
４
分
の
３
以
上
あ
る
場
合
は
︑

　
10
月
か
ら
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

の
社
会
保
険
の
適
用
範
囲
が
拡

大
さ
れ
る
そ
う
で
す
が
、
被
保
険

者
に
な
る
の
を
本
人
が
い
や
だ
と

い
っ
て
き
た
場
合
、
手
続
き
は
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

 第122回 

パートの社会保険適用
拡大に際し、加入拒否
された場合は

厚
生
年
金
と
健
康
保
険
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
︑
新
し
く
︑
従
業
員
５
０
１
人

以
上
の
企
業
（
特
定
適
用
事
業
所
）

で
働
く
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
つ
い
て
︑

そ
の
適
用
範
囲
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
︒
具
体
的
に
は
︑
前

述
の
い
わ
ゆ
る
４
分
の
３
基
準
に
プ
ラ

ス
す
る
形
で
︑
さ
ら
に
︑
①
週
所
定

労
働
時
間
20
時
間
以
上
︑
②
継
続
勤

務
１
年
以
上
︑
③
賃
金
月
額
８
万
８

千
円
（
年
収
１
０
６
万
円
）
以
上
︱

︱
の
条
件
を
満
た
す
者
の
加
入
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
︒
た
だ
し
︑
学

生
は
適
用
除
外
で
す
︒

　

な
お
︑
５
０
１
人
以
上
の
特
定
適

用
事
業
所
と
い
う
の
は
︑
同
一
事
業

主
の
適
用
事
業
所
で
︑
１
年
の
う
ち

６
か
月
以
上
︑
被
保
険
者
が
５
０
０

人
を
超
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場

合
が
該
当
し
ま
す
︒
同
一
事
業
主
の

適
用
事
業
所
に
つ
い
て
は
︑
法
人
の
場

合
︑
実
務
上
︑
法
人
番
号
が
同
じ
適

用
事
業
所
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
︑

本
店
︑
支
店
な
ど
の
被
保
険
者
数
の

合
計
が
５
０
０
人
を
超
え
る
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

さ
て
︑
そ
こ
で
︑
10
月
１
日
の
手

続
開
始
後
︑
ご
質
問
の
よ
う
に
︑
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
中
に
は
︑
こ
れ
ら
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
︑﹁
配
偶
者
の
扶
養
に
入
っ
て
い

る
た
め
︑
厚
年
・
健
保
の
被
保
険
者

に
な
り
た
く
な
い
﹂
と
い
う
人
が
出
て

く
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
︒し
か
し
︑

こ
の
点
に
つ
い
て
は
︑
被
保
険
者
に
な

る
か
ど
う
か
は
︑
本
人
の
希
望
云
々

と
い
う
こ
と
に
は
関
係
な
く
︑
あ
く
ま

で
も
客
観
的
に
上
記
要
件
を
満
た
し

て
い
る
か
ど
う
か
で
決
ま
る
わ
け
で
す

か
ら
︑
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
︑

手
続
き
上
必
ず
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
法
的
な
手
続
き
は

動
か
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
︑

ど
う
し
て
も
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
︑

要
件
の
う
ち
ど
れ
か
一
つ
で
も
満
た
さ

な
い
よ
う
に
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
︒

し
か
し
︑
本
来
な
ら
ば
従
来
通
り
20

時
間
以
上
必
要
な
週
所
定
労
働
時
間

を
形
式
的
に
19
時
間
に
変
更
し
て
︑

後
は
所
定
外
労
働
時
間
扱
い
と
す
る

よ
う
な
や
り
方
を
と
る
と
す
れ
ば
︑

脱
法
的
な
意
図
が
明
ら
か
と
い
え
ま

す
の
で
︑
当
然
︑
修
正
の
上
︑
加
入

手
続
き
を
と
る
よ
う
行
政
指
導
さ
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
︒
今
回
の
基

準
緩
和
は
︑
女
性
労
働
者
の
活
用
を

目
指
し
︑
社
会
保
険
の
格
差
是
正
を

解
消
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
か
ら
︑

こ
う
し
た
点
を
十
分
説
明
し
︑
納
得

し
て
も
ら
う
よ
う
に
説
得
す
る
必
要

が
あ
る
で
し
ょ
う
︒

　

な
お
︑い
わ
ゆ
る
収
入
要
件
と
し
て
︑

﹁
年
収
が
１
３
０
万
円
未
満
で
︑
被

保
険
者
の
年
間
収
入
の
２
分
の
１
未

満
﹂
と
い
う
基
準
に
つ
い
て
は
︑
こ
れ

ま
で
通
り
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

　

そ
し
て
27
年
８
月
17
日
の

朝
︑
つ
い
に
﹁
リ
レ
ー
ラ
イ

ナ
ー
﹂
の
運
行
が
開
始
さ
れ

た
︒
久
喜
営
業
所
か
ら
静
岡

営
業
所
へ
向
け
て
︑
完
成
し

た
ば
か
り
の
﹁
リ
レ
ー
ラ
イ

ナ
ー
﹂
が
出
発
︵
写
真
①
︶︒

乗
務
す
る
の
は
︑
グ
ル
ー
プ

会
社
で
あ
る
関
東
エ
ー
ス
物

流
㈱
（
埼
玉
県
久
喜
市
）
の

　

２
台
並
ん
で
駐
車
し
た

﹁
リ
レ
ー
ラ
イ
ナ
ー
﹂
は
︑

ま
ず
ト
ラ
ク
タ
ヘ
ッ
ド
か
ら

ト
レ
ー
ラ
を
切
り
離
し
︵
写

真
②
︶︑
相
互
に
車
両
を
入

れ
替
え
て
連
結
︵
写
真
③

④
︶︒
ス
イ
ッ
チ
が
完
了
す
る

と
︑
各
車
両
は
静
岡
営
業
所

を
出
発
し
て
復
路
の
運
行
を

開
始
し
︵
写
真
⑤
︶︑
夕
方

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
営
業
所
に

到
着
す
る
︒
こ
れ
が
同
社
の

リ
レ
ー
輸
送
の
流
れ
で
あ
る
︒

◆

　
﹁
リ
レ
ー
ラ
イ
ナ
ー
﹂
は

月
曜
か
ら
土
曜
ま
で
毎
日
運

ド
ラ
イ
バ
ー
だ
︒
そ
れ
と
ほ

ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
︑
三
重

営
業
所
か
ら
も
東
海
エ
ー
ス

物
流
㈱（
三
重
県
四
日
市
市
）

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
乗
務
す
る

﹁
リ
レ
ー
ラ
イ
ナ
ー
﹂
が
出

発
し
︑
片
道
約
６
時
間
の
運

行
を
経
て
︑
２
台
の
リ
レ
ー

ラ
イ
ナ
ー
が
静
岡
営
業
所
へ

と
到
着
︒

行
し
て
お
り
︑
乗
務
す
る
ド

ラ
イ
バ
ー
は
久
喜
営
業
所
に

６
人
︑
三
重
営
業
所
に
２
人

の
計
８
人
︒
走
行
経
路
は
ほ

ぼ
高
速
道
路
の
み
︑
中
継
地

点
で
あ
る
静
岡
営
業
所
か
ら

最
寄
り
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
ま
で
も
わ
ず
か
10
～
15
分

の
距
離
で
︑
大
き
な
車
体
の

ト
レ
ー
ラ
で
も
運
転
し
や
す

い
ル
ー
ト
選
択
が
ド
ラ
イ
バ

ー
に
も
好
評
だ
と
い
う
︒

﹁﹃
リ
レ
ー
ラ
イ
ナ
ー
﹄
が

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
好
評
な
理

由
は
︑
行
き
帰
り
で
高
速
道

路
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
︑
ト
レ
ー
ラ
な
の
で
荷
降

ろ
し
が
な
い
か
ら
で
す
︒
ま

た
︑
朝
決
ま
っ
た
時
間
に
出

発
し
て
︑
夕
方
決
ま
っ
た
時

間
に
帰
っ
て
来
ら
れ
る
た
め
︑

家
で
食
事
が
で
き
る
こ
と
・

家
で
寝
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
も
人
気
の
理
由
の
よ
う
で

す
︒
荷
物
を
ど
こ
で
積
ん
で
︑

ど
こ
へ
運
び
︑
ど
こ
へ
帰
る
か

が
全
部
決
ま
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に

安
心
感
を
与
え
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
﹂（
同
）

　

運
行
開
始
か
ら
１
年
が
経

っ
た
が
︑
ト
ラ
ブ
ル
や
事
故

も
全
く
な
く
︑
圏
央
道
の
開

通
な
ど
の
追
い
風
も
あ
り
︑

毎
日
順
調
に
運
行
を
行
っ
て

い
る
と
い
う
﹃
リ
レ
ー
ラ
イ

ナ
ー
﹄︒
運
行
開
始
当
初
に

は
片
方
だ
け
荷
物
が
な
い
こ

ぐ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
た

め
︑﹃
リ
レ
ー
ラ
イ
ナ
ー
﹄

は
発
注
か
ら
半
年
足
ら
ず
で

完
成
し
ま
し
た
﹂（
同
）

と
も
あ
っ
た
と
い
う
が
︑
現

在
は
予
定
通
り
の
稼
働
が
順

調
に
で
き
て
お
り
︑﹁
空
車

回
送
ゼ
ロ
﹂
を
実
現
し
て
い

る
と
い
う
︒

﹁
安
定
し
た
運
行
で
時
間
を

焦
ら
な
く
て
い
い
と
い
う
こ

と
も
大
き
い
の
で
し
ょ
う
が
︑

輸
送
の
品
質
も
非
常
に
い
い

で
す
ね
︒
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

採
用
し
て
い
る
お
か
げ
で
︑

商
品
事
故
も
タ
イ
ム
ロ
ス
も

あ
り
ま
せ
ん
︒
十
分
な
効
果

が
得
ら
れ
て
い
る
の
で
︑
今

後
は
﹃
リ
レ
ー
ラ
イ
ナ
ー
﹄

の
増
車
を
図
る
と
と
も
に
︑

味
の
素
以
外
の
荷
主
へ
の
展

開
を
視
野
に
動
い
て
い
ま
す
﹂

（
同
）

　

中
継
輸
送
成
功
の
大
き
な

カ
ギ
は
︑
同
一
社
内
に
運
送

部
門
と
荷
役
作
業
を
行
う
倉

庫
部
門
が
あ
り
︑
二
者
間
で

連
携
が
と
れ
て
い
る
こ
と
に

あ
る
と
い
え
る
︒
ま
た
︑﹁
リ

レ
ー
ラ
イ
ナ
ー
﹂
に
搭
載
さ

れ
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
っ
て
︑
運

行
状
況
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
︑
も

し
運
行
に
不
測
の
事
態
が
生

じ
て
も
︑
目
標
の
時
間
ま
で

に
確
実
に
荷
物
を
出
せ
る
よ

う
倉
庫
側
で
カ
バ
ー
す
る
な

ど
︑
分
業
制
を
徹
底
し
た
か

ら
こ
そ
の
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま

れ
て
い
る
︒

　

そ
し
て
︑
中
継
輸
送
の
最

大
の
利
点
は
人
材
確
保
だ

と
︑
河
村
部
長
は
語
る
︒

　
﹁
労
働
時
間
の
長
さ
や
不

規
則
さ
を
理
由
に
︑
ト
ラ
ッ

ク
に
乗
務
し
て
い
な
い
潜
在

的
な
ド
ラ
イ
バ
ー
は
多
く
︑

特
に
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
に
お

い
て
は
︑
そ
の
よ
う
な
方
が

か
な
り
の
数
で
存
在
し
て
い

る
と
考
え
ま
す
︒
身
体
的
負

担
が
少
な
く
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

に
好
評
な
﹃
リ
レ
ー
ラ
イ
ナ

ー
﹄
に
よ
る
中
継
輸
送
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
で
︑
幅
広

い
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
人

材
確
保
を
進
め
て
い
く
所
存

で
す
﹂（
同
）

「
潜
在
的
な
ド
ラ
イ
バ
ー
」
の
確
保
が

最
大
の
メ
リ
ッ
ト

「
リ
レ
ー
ラ
イ
ナ
ー
」
つ
い
に
運
行
開
始

ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
好
評

企業プロフィール
■ 社　　　名� 味の素物流株式会社
■ 代表取締役社長� 田中 宏幸
■ 本社所在地� 東京都中央区新川1-17-24
■ 資 本 金 �19億3,000万円
■ 設　　　立� 昭和27年10月2日
■ 従 業 員 数 � 約500人（グループ合計約2,250人）
■ 車 両 数 �約500台（関係各社を含む）

[寄稿］ 株式会社日通総合研究所
Research & Contents Unit　Unit Leader　大島　弘明　氏

運送事業者と荷主共にメリット
輸送品質向上と輸送力の安定確保

　前回（『広報とらっく』８月５日号）でも指摘しましたが、中継輸送は、従来の運行に比べ、
ドライバーが自宅で休息できること、運転と荷役を分離することによりドライバーの負荷が軽減
できること、拘束時間が短縮できることなど、人材確保と過労運転防止の観点で確実にメリッ
トがあります。今回の味の素物流㈱殿の事例では、そのメリットが運送事業者のみならず、
荷主企業にとっても、輸送品質の向上と安定した輸送力の確保に繋がるというメリットがある
ことも確認できました。

上下の貨物量バランスのマッチング
いかにして平均的な需要を確保するか

　実際の中継輸送の導入の際には、まず「上下の貨物量のバランスや時間のマッチング」
の問題があることでしょう。既に中継輸送を実施している大手事業者では、土・日曜の便が
少ないことを埋める程度にとどまっている事業所が多いものの、今後も、東京〜名古屋〜大
阪間等の、貨物量が多く、往復の貨物量がある区間を中心に、まだまだ中継輸送の導入・
増便の可能性はあるのではと考えられます。

今後の導入の視点とは
　一方で、自社のネットワークに限りがある中小事業者では、自社単独での中継輸送のハー
ドルは決して低くはありません。しかし、今後の導入の視点として、次の２つが考えられるので
はないでしょうか。

①荷主内の物流をターゲットに
　まず１つめは、中継輸送の対象として、荷主の社内物流をターゲットとすることが考えられま
す。例えば、荷主の工場倉庫から物流センターへの納品などの「荷主の社内物流」は、定
期的な輸送である一方、荷主から販売先への輸送に比べればリードタイムに余裕があるケー
スがみられます。特に、帰り荷も同じ荷主から提供（確保）できている場合などは、荷主の
社内調整で中継輸送が可能になるケースが少なからずあるのではないでしょうか。

②同業他社との連携を模索
　２つめは、同業他社との連携です。従来から運送事業者の間では、特に長距離輸送につ
いて、同業他社間で帰り荷を融通しあう関係が作られています。その仕組みは、単純に往路
と復路を分断した輸送形態でした。今後はそれを、中継輸送を「基本」とした考え方に転換
していくこと、これまでの常識から一歩踏み出すことも重要と考えられます。

業務連携・連絡会議の設置も
労働力・輸送力確保を目指して

　わが国全体で、「ドライバー確保」＝「輸送力の確保」、そのための生産性向上の重要性
・必要性に対する理解と機運が高まりつつあります。そのメニューの１つとされる中継輸送の
実現には、上記のように、運送事業者間のみならず荷主とも協働し、具体的な検討の場とし
て「業務連携・連絡会議（仮称）」などを設置することから始めることが現実的です。
　中継輸送の有益性は、かなり以前から指摘されており、小職も平成初期に東京〜徳島間
のモデル実験をお手伝いした経験があります。しかし実際に発展、定着しなかった背景には、
当時は従来の片道輸送を担う長距離ドライバーがいたからに他なりません。現在、そして将来
のドライバー確保に大きな不安が拭えないなか、「輸送への考え方の転換」を図っていくことが、
何より重要ではないかと考えます。

③

④

⑤

『中継輸送導入のポイント』総 

括
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「認証基準」、「取組事例」、「講習会開催予定」など 詳細は

認証取得後8トン以上のトラックで3.8％の燃費向上、車両故障件数17.3％減少。
交通事故発生件数23.8％減など
環境改善にとどまらない効果。

（略称：エコモ財団）

東京都千代田区五番町10番地五番町KUビル3階〒102-0076
http://www.ecomo.or.jp☎03-3221-7636

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

エコモ財団が講師としてご説明する講習会です。既に認証登録をされている事業者様の参加も可能です。

グリーン経営認証専用ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営認証専用ホームページ　https://www.green-m.jp/

日　時

で 検 索グリーン経営

場　所 主催 問合せ先

10月13日（木）

10月28日（金）

11月14日（月）

（公社）青森県トラック協会 研修室
青森県青森市大字荒川字品川111-3
石川県トラック会館 第１・２研修室
石川県金沢市栗崎町4-84-10

日本興亜宮崎ビル ８階 高千穂ホール
宮崎県宮崎市広島2-5-16

東北運輸局

北陸信越運輸局

九州運輸局

東北運輸局

東北運輸局

エコモ財団 グリーン経営講習会係
☎03-3221-7636

エコモ財団 グリーン経営講習会係
☎03-3221-7636
北陸信越運輸局交通政策部環境・物流課
☎025-285-9152

九州運輸局交通政策部環境・物流課
☎092-472-3154

エコモ財団 グリーン経営講習会係
☎03-3221-7636

11月10日（木） いわて県民情報交流センター アイ－ナ 会議室703
岩手県盛岡市盛岡駅西通1-7-113時30分～16時00分

13時30分～16時00分

13時30分～16時00分

14時00分～17時00分

11月15日（火）

11月21日（月）

（公社）福島県トラック協会 県中研修センター
福島県郡山市喜久田町卸3-5
東北運輸局 ２階会議室
宮城県仙台市宮城野区鉄砲町1 仙台第４合同庁舎

13時30分～16時00分

13時30分～16時00分

荷主企業や元請け物流事業者が、協力会社
向けに開催する各種講習会（安全講習会）
等に当財団が出向き、説明する取組です。

「出前説明会」受付中！「出前説明会」受付中！

国内拠点：札幌/苫小牧/仙台/北関東/長野/静岡/名古屋/大阪/神戸/九州  研究所：掛川工場  海外拠点：PGF深圳

Peacock Element Manufacturing Co.,ltd.

　

恵
武
急
便
は
︑
前
社
長
で

あ
る
牧
野
恵や

す
と
し聰
氏（
現
会
長
）

に
よ
っ
て
平
成
元
年
に
創
業

し
た
︒
精
密
機
械
や
自
動
車

部
品
な
ど
の
輸
送
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
︑
現
在
は
平
ボ
デ
ィ

ー
車
に
よ
る
地
場
輸
送
を
メ

イ
ン
に
事
業
を
行
っ
て
い
る
︒

　

さ
て
︑
我
が
国
で
は
平
成

３
年
か
ら
５
年
の
秋
に
か
け

て
バ
ブ
ル
崩
壊
に
見
舞
わ
れ
︑

景
気
が
急
速
に
悪
化
し
た
︒

し
か
し
︑
一
転
し
て
５
年
10

月
か
ら
は
日
本
の
景
気
は
上

昇
過
程
に
入
り
︑
経
済
成
長

率
も
６
年
度
か
ら
８
年
度
に

か
け
て
２
～
３
％
前
後
で
推

移
す
る
な
ど
︑
景
気
は
比
較

的
順
調
な
歩
み
を
た
ど
っ
た
︒

同
社
に
お
い
て
も
６
年
頃
は

多
く
の
仕
事
が
入
っ
て
忙
し

か
っ
た
と
い
う
︒

　

現
社
長
の
山
田
氏
は
こ
の

前
年
に
高
校
を
卒
業
し
︑
当

時
は
別
の
仕
事
に
就
い
て
い

た
︒
し
か
し
︑
同
社
で
勤
務

し
て
い
た
同
級
生
に
﹁
う
ち

の
会
社
は
今
︑
と
て
も
忙
し

い
か
ら
︑
一
緒
に
仕
事
し
な

い
か
﹂
と
誘
わ
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
︑
同
社
に
ア
ル

バ
イ
ト
と
し
て
19
歳
で
入
社
︒

正
社
員
に
登
用
さ
れ
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
と
し
て
運
送
業
界
で

の
経
験
を
積
む
こ
と
に
な
る
︒

　

現
在
同
社
で
は
岐
阜
・
愛

知
・
三
重
の
東
海
エ
リ
ア
を

主
要
輸
送
エ
リ
ア
と
し
て
い

る
が
︑
山
田
氏
が
入
社
し
た

当
時
は
長
距
離
輸
送
も
多
く

手
が
け
て
お
り
︑
山
田
氏
も

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
全
国
を

駆
け
巡
っ
て
い
た
︒

　

同
社
の
従
業
員
は
20
人
程

度
と
比
較
的
小
規
模
な
事
業

者
だ
っ
た
︒
し
か
し
︑﹁
小

規
模
な
会
社
だ
か
ら
こ
そ
︑

一
人
で
何
役
も
こ
な
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
い
う
気

持
ち
が
山
田
氏
の
気
持
ち
の

中
に
生
ま
れ
た
︒
山
田
氏
は
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
日
々

の
勤
務
の
傍
ら
で
運
行
管
理

者
試
験
の
勉
強
を
着
々
と
進

め
︑
12
年
に
運
行
管
理
者
試

験
に
合
格
︒
15
年
に
は
︑
十

　

15
年
に
山
田
氏
が
配
車
係

に
就
任
し
た
当
時
︑
牧
野
氏

は
既
に
還
暦
を
過
ぎ
て
い
た
︒

﹁
60
代
に
な
っ
た
自
分
が
運

行
管
理
を
引
き
続
き
行
う
の

は
大
変
だ
﹂
と
い
う
自
ら
の

判
断
か
ら
︑
若
か
っ
た
山
田

氏
を
配
車
係
に
抜
擢
し
た
︒

し
か
し
︑
引
き
継
ぎ
に
あ
た

っ
て
は
︑
牧
野
氏
か
ら
配
車

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
あ
ま
り
教
え

て
も
ら
え
な
か
っ
た
と
山
田

氏
は
振
り
返
る
︒
山
田
氏
は
︑

ま
さ
に
手
探
り
の
状
態
で
︑

一
か
ら
配
車
係
と
し
て
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
構
築
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
︒

　

先
述
し
た
通
り
︑
北
は
北

海
道
︑
南
は
九
州
ま
で
︑
当

時
は
全
国
く
ま
な
く
同
社
の

配
送
先
が
分
散
し
て
い
た
︒

そ
の
た
め
︑
積
み
荷
を
各
地

に
配
送
し
た
後
の
帰
り
荷
の

確
保
が
難
し
く
︑
ま
た
繁
忙

期
は
往
路
の
車
両
確
保
に
も

困
る
と
い
う
の
が
常
だ
っ
た

と
い
う
︒
こ
う
し
た
問
題
を

解
決
す
る
た
め
︑
同
社
で
は

求
荷
求
車
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
﹁
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
﹂
の
導

入
に
踏
み
切
っ
た
︒
Ｗ
ｅ
ｂ

Ｋ
Ｉ
Ｔ
を
導
入
し
た
こ
と

で
︑
中
小
運
送
事
業
者
が
抱

数
人
い
る
同
社
の
ド
ラ
イ
バ

ー
の
中
か
ら
配
車
係
と
し
て

抜
擢
さ
れ
た
︒

　

山
田
氏
は
︑﹁
日
々
の
仕

事
に
留
ま
ら
ず
︑
運
管
試
験

合
格
に
向
け
て
も
精
力
的
に

取
り
組
ん
だ
こ
の
時
期
に
︑

運
転
技
術
だ
け
で
は
な
く
精

神
面
な
ど
で
も
大
き
く
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
﹂
と
︑

当
時
を
振
り
返
っ
て
い
る
︒

え
が
ち
な﹁
帰
り
荷
が
な
い
﹂

﹁
車
の
手
配
が
付
か
な
い
﹂

と
い
っ
た
問
題
が
解
決
さ
れ
︑

同
社
の
経
営
面
に
も
安
定
を

も
た
ら
し
た
︒

　

山
田
氏
は
導
入
さ
れ
た
Ｗ

ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
︑

求
荷
求
車
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
つ

か
も
う
と
︑
貪
欲
に
Ｗ
ｅ
ｂ

Ｋ
Ｉ
Ｔ
を
使
っ
て
の
配
車
業

務
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
︒

誰
か
に
や
り
方
を
教
わ
っ
た

り
︑
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
与
え
ら
れ

て
そ
れ
に
従
う
の
で
は
な
く
︑

自
分
で
考
え
て
必
死
に
取
り

組
み
問
題
を
解
決
し
て
い
っ

た
︒
こ
う
し
た
経
験
は
将
来

的
に
山
田
氏
の
血
と
な
り
肉

と
な
っ
た
︒

　

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
へ
の
参
加

を
き
っ
か
け
に
︑
同
業
他
社

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
強

化
の
観
点
か
ら
︑
同
社
で
は

会
合
に
積
極
的
に
出
席
す
る

よ
う
に
な
っ
た
︒
牧
野
氏
は

﹁
一
緒
に
会
合
に
出
席
し
て
︑

名
前
を
売
っ
て
こ
い
﹂
と
︑

山
田
氏
を
連
れ
て
会
合
に
参

加
し
た
︒
山
田
氏
は
そ
の
当

時
に
つ
い
て
︑﹁
牧
野
社
長
が

一
生
懸
命
に
人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
築
に
取
り
組
ん
で
い

た
姿
が
非
常
に
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
︒
私
は
︑
同
業
他

社
の
経
営
者
層
の
方
と
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
増

え
ま
し
た
が
︑
当
時
は
話
の

内
容
が
あ
ま
り
の
み
込
め
ず

に
︑
忸じ

く

じ怩
た
る
思
い
を
抱
き

ま
し
た
﹂
と
振
り
返
る
︒

　

そ
こ
で
︑
山
田
氏
は
﹁
次

世
代
の
経
営
者
と
し
て
の
知

識
を
養
い
た
い
﹂
と
一
念
発

起
︒
牧
野
氏
に
直
訴
し
︑
愛

知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
行
っ

て
い
る
物
流
大
学
校
講
座
を

受
講
︒
18
年
に
同
講
座
を
修

了
し
︑
物
流
経
営
士
（
第
13

期
生
）と
し
て
認
定
さ
れ
た
︒

　

ま
た
︑
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時

期
に
岐
阜
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
青
年
部
活
動
に
も
参
加
す

る
こ
と
と
な
っ
た
︒
こ
れ
に
つ

い
て
も
︑
参
加
の
き
っ
か
け

を
作
っ
た
の
は
牧
野
氏
で
あ

っ
た
︒

　

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る

会
合
や
︑物
流
大
学
校
講
座
︑

ま
た
岐
阜
県
ト
協
の
青
年
部

で
の
会
合
で
は
︑
多
く
の
先

輩
た
ち
や
同
年
代
の
人
々
と

　

山
田
氏
は
︑﹁
お
客
様
が

第
一
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
で
す
が
︑
従
業
員
が

仕
事
を
し
や
す
い
職
場
に
す

る
こ
と
︑
そ
し
て
従
業
員
の

家
族
が
安
心
し
て
仕
事
に
送

り
出
し
て
く
れ
る
よ
う
な
環

境
に
す
る
こ
と
が
運
送
会
社

に
と
っ
て
は
大
切
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
﹂
と
し
て
い
る
︒

そ
し
て
︑
同
社
を
よ
り
魅
力

あ
る
会
社
に
し
て
い
く
た
め

に
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
導
入
や
若

年
層
の
獲
得
な
ど
︑
将
来
へ

の
飛
躍
に
繋
が
る
様
々
な
計

画
を
明
確
に
定
め
︑
先
を
見

越
し
た
計
画
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
何
物
に
も
代
え
が
た
い
出

会
い
が
あ
っ
た
︒
多
く
の
人

た
ち
か
ら
刺
激
を
受
け
︑
山

田
氏
は
次
世
代
の
経
営
者
と

し
て
み
る
み
る
成
長
し
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
︒
こ
う
し

た
出
会
い
の
き
っ
か
け
を
作

っ
た
牧
野
氏
は
︑
山
田
氏
を

自
ら
の
後
継
者
と
し
て
育
て

た
い
と
考
え
︑
こ
う
し
た
環

境
整
備
を
行
っ
て
き
た
の
で

あ
る
︒

　

山
田
氏
は
22
年
に
︑
36
歳

で
取
締
役
に
就
任
し
た
︒
取

締
役
就
任
後
︑
同
社
で
は
山

田
氏
主
導
で
新
た
な
経
営
方

針
を
策
定
︒
ま
た
︑
牧
野
氏

に
代
わ
っ
て
経
営
の
実
務
を

少
し
ず
つ
担
う
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
︒

　

そ
の
頃
に
は
︑
牧
野
氏
が

山
田
氏
に
対
し
て
﹁
お
前
は

そ
の
う
ち
社
長
に
な
る
ん

だ
﹂
と
話
す
よ
う
に
な
っ
て

い
た
と
い
う
︒
牧
野
氏
の
真

剣
な
表
情
か
ら
︑﹁
決
し
て

牧
野
社
長
は
冗
談
で
言
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
ん
だ
な
﹂

と
山
田
氏
は
悟
っ
た
︒
そ
う

い
う
話
を
耳
に
し
た
周
囲
の

と
語
る
︒

　

そ
の
一
環
と
し
て
︑
同
社

で
は
山
田
氏
が
社
長
に
就
任

し
た
昨
年
か
ら
︑
新
た
に
ド

ラ
イ
バ
ー
２
人
を
取
締
役
部

長
待
遇
に
し
た
と
い
う
︒
こ

れ
は
将
来
の
世
代
交
代
を
見

据
え
た
も
の
で
あ
り
︑
若
手

ド
ラ
イ
バ
ー
の
面
倒
を
見
さ

せ
る
と
と
も
に
︑
配
車
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
覚
え
さ
せ
た
り
︑

対
外
的
な
会
合
に
参
加
さ
せ

る
こ
と
で
︑
彼
ら
に
様
々
な

経
験
を
蓄
積
さ
せ
︑
自
分
と

同
じ
よ
う
に
次
世
代
の
経
営

者
候
補
と
し
て
育
っ
て
ほ
し

い
と
の
思
い
が
あ
る
と
い
う
︒

　
﹁
今
後
は
10
年
計
画
で
︑

他
の
社
員
の
間
に
も
︑
山
田

氏
を
﹁
次
の
社
長
﹂
と
し
て

認
め
る
雰
囲
気
が
徐
々
に
広

が
っ
て
い
っ
た
︒

　

山
田
氏
が
入
社
し
て
か
ら

配
車
係
に
な
る
ま
で
約
10
年

間
︑
牧
野
氏
は
山
田
氏
の
仕

事
へ
の
誠
実
な
姿
勢
と
会
社

へ
の
真
摯
な
態
度
を
見
極
め
︑

配
車
係
と
し
て
将
来
の
管
理

職
候
補
に
登
用
し
︑
様
々
な

人
と
の
出
会
い
の
機
会
を
作

る
こ
と
で
︑
山
田
氏
を
次
世

代
の
経
営
者
と
し
て
磨
き
上

げ
て
き
た
︒

　

一
方
︑
様
々
な
経
験
を
通

じ
て
成
長
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
た
山
田
氏
も
︑
牧
野

氏
を
心
の
底

か
ら
信
じ
る

こ
と
が
で
き

た
︒
長
い
時

間
を
か
け
て

行
わ
れ
て
き

た
両
者
に
よ

る
こ
う
し
た

積
み
重
ね

が
︑
厚
い
信

頼
関
係
に
繋

が
っ
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
︒

人
材
育
成
を
し
っ
か
り
と
や

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
︒
ま
ず
計
画
を
き
っ
ち
り

と
構
築
し
︑
長
い
時
間
を
か

け
て
じ
っ
く
り
と
人
材
を
育

て
︑
そ
れ
に
合
わ
せ
て
会
社

の
体
制
や
運
営
方
法
を
違
和

感
の
な
い
形
で
改
善
し
て
い

く
こ
と
で
︑
会
社
と
い
う
組

織
は
よ
り
良
い
も
の
に
な
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
﹂（
山
田
社
長
）

　

有
能
な
後
継
者
候
補
を
い

ち
早
く
見
い
だ
し
︑
長
い
時

間
を
か
け
て
会
社
や
会
社
を

取
り
巻
く
従
業
員
に
な
じ
ま

せ
︑
後
継
者
候
補
が
芽
吹
い

て
つ
ぼ
み
を
付
け
て
見
事
花

開
く
ま
で
成
長
へ
の
環
境
整

備
を
怠
ら
ず
︑
そ
し
て
来
た

る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
を
待
っ
て

誰
に
と
っ
て
も
自
然
な
形
で

　

山
田
氏
が
同
社
の
社
長
に

就
任
す
る
４
年
ほ
ど
前
に

は
︑
既
に
山
田
氏
が
経
営
者

と
し
て
の
実
務
を
行
っ
て
い

た
︒
信
頼
で
き
る
山
田
氏
だ

か
ら
こ
そ
︑
牧
野
氏
は
日
々

の
会
社
運
営
を
任
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
︒
同
社
で
は
︑
自
然
な
形

で
業
務
の
禅
譲
が
で
き
て
い

た
の
で
あ
る
︒

　

25
年
頃
か
ら
は
︑
山
田
氏

は
牧
野
氏
か
ら
﹁
来
年
1
月

で
決
算
を
迎
え
る
か
ら
︑
来

期
か
ら
社
長
を
や
ら
な
い

か
﹂と
打
診
を
受
け
て
い
た
︒

そ
の
頃
に
は
︑
様
々
な
会
合

に
出
席
す
る
の
は
牧
野
氏
に

代
わ
っ
て
山
田
氏
の
役
割
に

な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
︑

﹁
事
業
承
継
へ
の
抵
抗
感
は

あ
ま
り
な
か
っ
た
﹂
と
山
田

氏
は
語
る
︒
そ
し
て
27
年
２

月
１
日
︑
山
田
氏
は
40
歳
で

牧
野
氏
か
ら
社
長
の
座
を
引

き
継
い
だ
︒

　

社
長
就
任
に
あ
た
り
︑
同

社
の
全
体
会
議
で
︑
山
田
氏

は
全
社
員
を
前
に
社
長
就
任

を
宣
言
し
た
︒
こ
れ
ま
で
同

社
の
実
務
を
一
手
に
引
き
受

け
て
き
て
い
た
こ
と
も
あ
り
︑

社
員
か
ら
の
反
発
は
全
く
な

く
︑
違
和
感
の
な
い
形
で
社

長
に
就
任
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
︒
金
融
機
関
関
係

の
手
続
き
が
大
変
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
︑
社
長
交
代
当
初

は
牧
野
氏
と
山
田
氏
の
２
人

が
代
表
権
を
有
す
る
形
に
し

た
︒
し
か
し
︑
手
続
き
終
了

後
す
ぐ
に
牧
野
氏
は
代
表
権

を
譲
り
︑
現
在
は
山
田
氏
の

み
が
代
表
取
締
役
と
な
っ
て

い
る
︒

承
継
に
踏
み
切
る
︱
︱
︒
こ

れ
が
︑
従
業
員
へ
の
事
業
承

継
に
際
し
て
は
最
も
有
効
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

︵
取
材
協
力
︶
恵
武
急
便
㈲

　

山
田
有
恒
代
表
取
締
役　

　

少
子
高
齢
化
問
題
が
深
刻
化
の
一
途
を
た
ど
る
我
が
国

で
︑
近
年
後
継
者
難
に
苦
し
ん
で
い
る
中
小
企
業
が
増
加

傾
向
に
あ
る
︒
経
営
者
の
高
齢
化
が
日
本
企
業
全
体
に
広

が
り
つ
つ
あ
る
中
︑
企
業
の
次
世
代
を
担
う
若
い
経
営
者

等
へ
の
事
業
承
継
が
円
滑
に
進
ま
な
け
れ
ば
︑
最
終
的
に

廃
業
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
企
業
が
続
出
し
︑
今
後
全

国
で
多
く
の
雇
用
の
場
が
失
わ
れ
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ

る
︒
中
小
企
業
に
お
い
て
は
︑
事
業
承
継
問
題
は
待
っ
た

な
し
の
状
況
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
︒

　

そ
こ
で
本
特
集
で
は
４
回
に
わ
た
り
︑
近
年
事
業
承
継

に
踏
み
切
っ
た
中
小
運
送
事
業
者
に
お
け
る
事
例
を
紹
介
︒

実
際
に
行
わ
れ
た
事
業
承
継
に
関
す
る
取
り
組
み
や
︑
事

業
承
継
前
後
に
お
け
る
問
題
点
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て

取
り
上
げ
て
い
く
︒

　

第
３
回
目
と
な
る
今
回
は
︑
創
業
者
で
あ
る
前
社
長
か

ら
︑
従
業
員
か
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
現
社
長
へ
の
事

業
承
継
を
平
成
27
年
に
行
っ
た
︑
恵
武
急
便
㈲
（
山
田
有

恒
代
表
取
締
役
）
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
︒

ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
19
歳
で
入
社

経
験
を
積
み
入
社
後
10
年
で
配
車
係
に

数
多
く
の
対
外
的
な
会
合
に
参
加

刺
激
を
受
け
未
来
の
経
営
者
と
し
て
成
長

後
継
者
候
補
の
覚
悟
を
見
極
め

次
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
磨
き
上
げ
た
前
社
長

将
来
へ
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
す
た
め

先
を
見
越
し
た
計
画
的
取
組
が
必
須

中小運送事業者における

事業承継特集

後
継
者
候
補
を
見
い
だ
し
、
禅
譲

自
然
な
役
割
移
行
で
社
内
外
の
納
得
度
高
ま
る

第
３
回　

従
業
員
等
へ
の
承
継

恵
武
急
便
有
限
会
社
（
岐
阜
県
恵
那
市
）

会社名　　恵武急便有限会社
代表者　　山田有恒代表取締役
所在地　　岐阜県恵那市武並町竹折1648-8
設　立　　平成元年９月１日
資本金　　1,000万円
従業員数　20人
所有台数　22台

会社概要

山田 有恒
代表取締役

同
社
は
、
先

代
社
長
に
よ

り
平
成
元
年

に
創
業
さ
れ

た

東海エリアをメインに輸送を行っている恵武急便
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食
　
文
　
化

［第11回］

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
235
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	　　〜運転時間・休息期間編〜
	【解 答】２面に問題

�「
お
菓
子
の
道
」⓫ 

大
人
の
た
め
の
盛
岡
駄
菓
子

　
﹁
お
や
つ
﹂
と
は
︑
昔
で
い

う
八
つ
の
鐘
の
刻
限
で
︑
午

後
２
時
か
ら
３
時
く
ら
い
に

あ
た
る
︒
私
た
ち
の
腹
時
計

も
意
外
に
正
確
で
︑
運
転
中

で
も
そ
の
時
刻
に
な
る
と
小

腹
が
す
い
て
く
る
︒

　

お
や
つ
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン

ド
は
岩
手
県
盛
岡
市
の
老
舗

駄
菓
子
屋
﹁
関
口
屋
菓
子

舗
﹂︒
創
業
明
治
26
（
１
８

９
３
）
年
︑
今
の
主
人
で
４

代
目
だ
か
ら
︑
つ
ま
り
︑
延

べ
何
十
万
︑
何
百
万
と
い
う

東
北
の
童わ

ら

し子
た
ち
が
お
世
話

に
な
っ
て
き
た
︒
と
は
い
え
︑

農
作
業
の
休
憩
に
は
駄
菓
子

と
番
茶
が
こ
と
の
ほ
か
お
い

し
い
か
ら
︑
実
は
大
人
に
も

フ
ァ
ン
が
多
い
︒

　

関
口
屋
の
駄
菓
子
は
約
70

種
類
あ
り
︑
す
べ
て
家
族
で

し
手
が
込
ん
で
い
て
︑
ご
ま

を
よ
く
煎
っ
て
生
地
と
合
わ

せ
て
蜜
で
固
め
︑
も
ち
米
の

粒
を
加
え
る
の
で
︑
黒
地
に

米
粒
の
白
い
点
々
が
入
っ
て

し
ゃ
れ
た
仕
上
が
り
だ
︒

　

今
ど
き
の
お
菓
子
か
ら
す

る
と
︑
ど
れ
も
固
い
が
︑
も

ち
米
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
と
軽

や
か
な
甘
味
︑
そ
し
て
豆
や

ご
ま
の
風
味
が
い
い
感
じ
に

関
口
屋
で
は
全
製
品
が
添
加

物
ゼ
ロ
だ
か
ら
︑
ナ
チ
ュ
ラ

ル
な
穏
や
か
さ
が
一
層
際
立

つ
の
だ
ろ
う
︒
糖
分
に
は
︑

心
を
安
ら
が
せ
る
幸
せ
ホ
ル

モ
ン
の
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
分
泌

を
促
す
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
る
が
︑
駄
菓
子
の
甘
味
は

と
り
わ
け
幸
せ
な
気
分
を
も

た
ら
す
︒（
つ
づ
く
）

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

手
づ
く
り
し
て
い
る
︒
品
揃

え
を
よ
く
観
察
し
た
ら
︑
モ

ダ
ン
な
造
形
で
目
を
引
い
た

の
は｢

ね
じ
り
も
の｣

︒
短

冊
形
の
生
地
に
く
る
り
と
ひ

ね
り
を
加
え
た
風
情
が
秀

逸
︒
い
ず
れ
も
も
ち
米
と
砂

糖
が
ベ
ー
ス
で
︑
青
た
ん
き

り
は
き
な
粉
風
味
︑
豆
た
ん

き
り
は
煎
っ
た
大
豆
を
加
え

る
︒
ご
ま
ね
じ
り
は
も
う
少

ミ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
︒
昔
風

の
懐
か
し
い
味
だ
け
に
︑
今

の
卵
・
バ
タ
ー
・
生
ク
リ
ー

ム
主
体
の
洋
菓
子
よ
り
は
る

か
に
な
じ
み
や
す
い
︒
現
代

の
和
菓
子
と
比
べ
て
も
︑
原

材
料
の
持
ち
味
が
よ
く
生
き

て
い
る
︒

　

う
れ
し
い
の
は
︑
甘
味
が

ほ
の
か
で
い
て
︑
し
か
も
野

太
さ
を
も
っ
て
い
る
こ
と
︒

❶	×	（改善基準第4条第1項第4号）運転時間
は、2日(始業時間から起算して48時間をいう）
を平均し1日当たり9時間、2週間を平均し1週
間当たり44時間を超えないものとすること。
❷	○	（改善基準第4条第1項第5号）連続運転
時間とは、1回が連続10分以上で、かつ、合
計が30分以上の運転の中断をすることなく連
続して運転する時間をいう。	
❸	×	（改善基準第4条第1項第5号）連続運転
時間は、4時間を超えないものとすること。
❹	×	（改善基準告示に関わる特例通達1-⑴）
業務の必要上、勤務の終了後継続８時間以上
の休息期間を与えることが困難な場合には、

当分の間、一定期間における全勤務回数の２
分の１を限度に、休息期間を拘束時間の途中
及び後続時間の経過直後に分割して与えるこ
とができるものとする。この場合において、分
割された休息期間は、１日（始業時刻から起
算して24時間をいう）において１回当たり継
続４時間以上、合計10時間以上でなければな
らないものとする。
❺	○	（改善基準告示に関わる特例通達4-⑴）
貨物自動車運送事業に従事する自動車運転
者のフェリー乗船時間は、原則として、休息期
間として取り扱うものとする。

労災ひとくちメモ

　労働安全衛生法の改正により、「室内またはこれに準ずる環境下での労
働者の受動喫煙を防止するために適切な措置を講じる」ことが、平成27
年 6月1日から事業者の努力義務となっています。
　労働者の健康を保持・増進する観点から、労働者の受動喫煙を防止す
るため、体にやさしい空気のきれいな職場づくりを進めましょう。

＜知ってほしい受動喫煙の害＞
　たばこの先から出る副流煙には、主流煙（喫煙者が吸い込む煙）よりもニ
コチンが2.8 倍、タールが3.4 倍、一酸化炭素が4.7倍多く含まれています。
目に見えない煙でも害はあり、あっという間に簡単に周りに広まります。
　受動喫煙による肺がんと虚血性心疾患の死亡者数は、年間約6,800人。
そのうち職場での受動喫煙が原因とみられる死者は約3,600人に上ってい
ます。
（出典：厚生労働省パンフレット「すすめていますか？　たばこの煙から働
く人を守る職場づくり」）

＜職場における受動喫煙防止対策＞
　事業者の皆様に取り組んでいただきたい対策は、次の通りです。

①全面禁煙（建物や車両内全体を常に禁煙とすること）
　すべての人を受動喫煙から守る、確実で簡単な方法です。コストもかから
ず、喫煙室を清掃する手間も省くことができます。
②�空間分煙（喫煙室でのみ喫煙を認め、喫煙室以外の場所を禁煙とすること）

　また、禁煙を希望する喫煙者へのサポートも欠かせません。喫煙と健康に
関する研修や講習会を開催したり、検診時などの機会を利用し、喫煙の影響
や禁煙の効果について情報提供を行うことも効果的です。

※�なお、厚生労働省では職場の受動喫煙防止対策に関する各種支援事業（財
政的支援）を実施しています。詳細は厚労省ホームページをご覧ください。

④職場の「受動喫煙防止対策」が
事業者の努力義務に

都道府県名 実施日 イベント・キャンペーン等
北 海 道 9/17 〜 19 「トラック協会杯第28回全道少年団（U-11）サッカー大会」（札幌サッカーアミューズメントパーク）

（札幌地区） 9/11 「チビッコ集まれ!�読み聞かせ広場�in�アリオ札幌」�オリジナル絵本配布（600冊）、絵本読み聞かせ、ぬりえコンテスト、記念撮影、トラック乗車体験、パネル展
示、ランディー交通安全免許証プレゼント等

（函館地区） 9/25 「トラック☆フェスティバル�IN�函館」（函館地区トラック研修センター）キャラクターショー、子ども安全免許証、トラック冷凍室体験、青果販売、お菓子まき等

（室蘭地区） 9/22 「トラックフェスタ2016」（イオンモール苫小牧店）キャラクターショー、輸送相談、トラック交通安全クイズ大会、トラックもの知りクイズラリー、パネル展示等

（旭川地区） 8/20 「来て!�見て!�乗って!�トラックふれあいフェスティバル」（旭川地場産業振興センター）シミュレータ体験、自転車安全教室、トラック死角体験、パネル展示等

（十勝地区） 9/4・10/12 絵本読み聞かせ、トラック乗車体験（9/4�帯広市西2条南9丁目ホコテン会場）、「トラックの森づくり植樹式」・旗波で安全運動啓発（10/12）

（釧根地区） 9/25 「トラックDAYフェスタ21」（イオンモール釧路昭和東通り正面入口前駐車場内特設会場）�キャラクターショー、トラック乗車体験、車両展示、縁日等

（北見地区） 9/4 「2016�トラックデイ�IN�JAPAN」（北見ファミリーランド）北見ファミリーランド１日無料開放、わくわくお祭り広場（模擬店）等

青 森 県 10/9 「トラック感謝デー2016」（青森県観光物産館「アスパム」駐車場および青い海公園）車両展示、トラック綱引き大会、スタンプラリー、トラックウルトラクイズ、
パネル展示等

岩 手 県 9/25 「トラックフェスタ2016�in�宮古」（㈱合同資源�宮古出張所）�トラックの車両展示・乗車体験・死角体験・綱引き、「輸送戦隊ハコブンジャー」ショー、フォークリ
フト乗車体験、トラックドライバー・コンテスト優勝者による車両点検競技実演等

宮 城 県 10/10 「トラックの日」フェア（宮城県運転免許センター）ステージイベント、地場産品・地元グルメの販売、学生専用ブース（人材育成コーナー）、車両展示等

秋 田 県 10/9 「トラックフェスタ2016」（イオンモール秋田）トラック綱引き大会、ステージイベント、クイズ大会、トラック乗車体験、撮影会等

山 形 県 10/16 ｢トラックの森」造成事業（東村山郡山辺町）これまでに植樹した樹木の手入れ、山形名物芋煮会。地域活動：清掃活動・交通安全指導等の実施。

福 島 県 10/9・16・
22

「トラックの森」づくり事業収穫祭（10/9）。平成28年度「トラックの日フェスタ」（10/16�県中研修センター）交通安全・環境問題対策・トラック運送業界PR
のための各種展示等。「道路に感謝!�クリーン作戦2016」（10/22）�県下6支部一斉に国道・県道の道路清掃活動（一部支部は別日に実施）

茨 城 県 9/17 交通安全キャンペーンと「トラックの日」をPR（9/17�常磐道下り�守谷サービスエリア）

栃 木 県 10/2 「第25回トラックの日感謝デーイベント」（道の駅うつのみや「ろまんちっく村」）キャラクターショー、車両展示、日常点検実演、スタンプラリー、クイズ大会、模
擬店等

群 馬 県 10/8 県下14支部で一斉道路清掃活動、群馬県トラック協会敷地内に「トラックの日」桃太郎旗掲出

埼 玉 県 11/19 「交通安全・環境フェア」（埼玉スタジアム2002［にまるまるに］東駐車場）絵画コンクール表彰式。各支部独自に交通安全運動および清掃活動等を実施

千 葉 県 7/2 〜 11/19 県下16支部および千葉県トラック協会、青年部会にてトラックの日イベント：グッズ配布、交通安全啓発、清掃活動、絵画・交通安全標語コンクール等

東 京 都 9/4 〜 11/13 「トラックフェスタ�TOKYO�2016」（10/30�代々木公園）トラック輸送の役割や東ト協の事業活動などをPR。その他、26の各支部が地域イベント等と連携したPR活動を実施

神 奈 川 県 10/9・22・
23・29・30

「第33回交通安全こどもショー」（10/9�神奈川県民ホール・大ホール）ミュージカル、県警教育隊による交通安全指導劇、トラックデザインコンテスト表彰式等。
第17回「夢を運ぶトラックデザインコンテスト」作品展示（10/22・23�小田原ダイナシティ、10/29・30�クイーンズスクエア横浜）

山 梨 県 10/1、
11/12・13

「トラックの日・山梨フェスタ2016」（10/1�甲府駅北口よっちゃばれ広場）環境標語表彰式、緊急救援物資輸送訓練、トラックパレード、トラック死角体験、ス
テージイベント、飲食物等の販売コーナー等。臨時出張輸送相談所（11/12・13�小瀬スポーツ公園）

新 潟 県 10/9前後・
10月下旬 県下6支部で道路清掃活動（10/9前後）、新潟県交通遺児支援募金贈呈（10月下旬）

長 野 県 10/2・8・9 7地区にて各種イベント（10/2�北信・諏訪・下伊那、10/8�上小・上伊那・中信、10/9�佐久）車両展示、トラック乗車体験、ステージイベント、交通安全
教室、特産品販売等

富 山 県 10/7 北陸道小矢部川サービスエリア（上り）で、交通安全キャンペーンを実施。トラックの日のチラシ・グッズ等配布

石 川 県 10/1・12 県下一斉道路清掃活動「クリーン作戦2016」（10/1）、交通遺児を励ます会への寄付金寄贈（10/12）

福 井 県 10/30 「見る�遊ぶ�体験する�トラックフェスタ2016�@�ハピリン」（10/30�福井駅西口ハピリン・ハピテラス）トラック等の展示・乗車体験、キャラクターショー、スタンプ
ラリー等。先着500人にミニチュアトラックプレゼント

岐 阜 県 9/25 「ENAみのじのみのり祭」（バロー恵那店駐車場）にて「交通安全子ども広場」出展。トラック乗車体験・トラック死角体験、マスコットキャラクター「ギトラ」の
着ぐるみによるPR、ポケットティッシュの配布等

静 岡 県 10/29・30 「ふじのくに交通安全県民フェア」に出展（ツインメッセ静岡）大型トラック死角体験、夜間視認体験、ふわふわ遊具大型トレーラーコーナー、トラックのお仕事
体験、絵画コンテスト表彰式等

愛 知 県 10/2 「第12回みんなで学ぼう!�トラックと交通安全・環境フェア」（豊田スタジアム）交通安全・環境に係る展示、愛知県トラック協会活動紹介エリア、ふれあい警察
エリア、ステージショー、オリジナルミニカープレゼント、車両展示、死角体験等

三 重 県 10/4 県下9支部で道路清掃活動を実施

滋 賀 県 11/6 「ぐるっと・びわ湖・クリーンアップ」：琵琶湖一周幹線道路（歩道）の清掃活動

京 都 府 10/23、
11/19

「トラックセーフティーラリースタート式」および「トラックまつり」（10/23�京都運輸支局構内）トラック引きレース、車両展示、ヒーローショー、屋台等。「トラック
の森」整備・充実事業（11/19�銀閣寺裏山国有林）

大 阪 府 10/16 「トラックフェスタ2016」（万博記念公園・お祭り広場）交通安全体験コーナー、交通環境改善対策コーナー、フリーマーケット、健康増進コーナー、ステージア
トラクション、パネル展示等

兵 庫 県 10/9 トラッククイズ、子ども安全免許証、ドライバー体験、ステージイベント等（10/9�神戸ハーバーランド）。兵庫県下13か所で啓発品配布

奈 良 県 10/1 奈良市の浮雲園地、大仏殿前交差点付近にて「トラックの日」のPR活動。交通安全・事故防止・環境保全・災害時緊急物資輸送に関する啓発物の配布等

和 歌 山 県 10/30 子ども向けトラック運送会社職業体験コーナー、車両展示、キャラクターショー、縁日、「夢のトラック・おもしろいトラック」絵画展示等（和歌山ビッグホエール）

鳥 取 県 10/5・9前後 「トラックの森」植樹（10/5�西伯郡伯耆町）、クリーン作戦2016（10/9前後）、絵画コンテスト作品展示（H29/1/5〜 12�とりぎん文化会館）

島 根 県 10/2・8 「ざいごフェスティバル」（10/2�松江市・錦浜ふれあい広場）にてトラック業界PR活動。「トラックの森」草刈り（10/8�松江市・山陰道宍道湖サービスエリア
裏山）

岡 山 県 9/24・29、
10/22

「トラックの森づくり」（9/24�長船美しい森）、安全・環境製品展示会（9/29�岡山県トラック協会会議室・駐車場）。「働くトラックファミリーフェスタ」（10/22�
岡山市サウスヴィレッジ）車両展示、体験学習、絵画コンクール表彰式等

広 島 県 10/9 「第24回ひろしまトラックまつり」（広島運輸支局構内）乗車体験、トラックドライバー一日体験、車両展示、引越なんでも相談会、飲食ブース、絵画コンクール
作品展示・表彰式、ミスタートラックヒーロー決定戦等

山 口 県 10/8 〜 11 絵画コンクール作品展示（10/8〜 11�県内13か所）。各支部による清掃活動、交通安全街頭キャンペーン（10/8〜 10）。「第21回萩・魚まつり」（10/9�
萩地方卸売市場、道の駅・萩しーまーと）にて絵画コンクール表彰式、車両展示、エコグッズ・交通安全グッズ配布等

徳 島 県 10/1・4・16 「トラックの森」間伐（10/1�名西郡神山町）。献血キャンペーン（10/4�徳島市内2か所）。第8回「働くトラック」絵画コンクール表彰式（10/16�ゆめタウン徳島）

香 川 県 10/16 「輸送戦隊香川トラックレンジャー」ステージイベント、PRエコ風船・啓発グッズ等配布、トラックエコ工作教室等（国営まんのう公園）

愛 媛 県 10/2・28 トラック引きレース、車両展示、適性診断、お菓子まき、縁日、屋台等（10/2�愛媛県トラック総合サービスセンター）。「トラックの森」植樹（10/28�松山市内）

高 知 県 9/22・10/23 「高知市交通安全広場」交通安全グッズ・業界PRクリアファイル・チラシ・パンフレットの配布（9/22）、土佐町「とらっくの森」間伐作業・地元住民との交流（10/23）
福 岡 県 9/25 アビスパ福岡�ワンデイマッチ冠スポンサー（レベルファイブスタジアム）ラッピングトラック・協会パネル展示、募金活動、献血コーナー、ミニコンサート等

佐 賀 県 10/16 「ばぶばぶフェスタ」に出展（10/16�佐賀市・どんどんどんの森広場）車両展示、絵画コンクール表彰式、PRグッズの配布、ポスター展示等。絵画コンクール
入賞作品展示（10/7〜 21�佐賀新聞ギャラリー）

長 崎 県 10/9 長時間労働の改善を目指す業界の現状等をアピールする新聞記事広告等、Ｇマーク認定制度・引越安心マーク制度について懸賞付きクイズを取り入れた「トラ
ックの日」の広告等

熊 本 県 9/25・10/15 ロアッソ熊本の試合でブース出展・ノベルティ配布等（9/25�うまかな・よかなスタジアム）。県下12支部主体の環境クリーンキャンペーン実施（10/15）

大 分 県 9/18 「おおいたトラックふれ愛デイ」（ホルトホール大分・大分いこいの道広場）グッズ配布、トラッククイズ選手権、車両展示、エコドライブ啓発活動、絵画コンクー
ル表彰式、ヒーローショー等

宮 崎 県 10/1・9 森朗氏記念講演会（10/1�宮崎県トラック協会研修室）。チャリティーフェスティバル（10/9�宮崎県ト協）ステージイベント、飲食ブース、抽選会、吹奏楽演奏等

鹿 児 島 県 10/16 「トラックの日」フェスティバル2016（マリンポートかごしま）絵画コンクール作品展示・表彰式、車両展示、トラック乗車体験、クイズラリー、お仕事体験、ステ
ージイベント等

沖 縄 県 9/24・10/15 「トラックの森」清掃活動（9/24�糸満市・真壁公園）。「トラックの日」イベント（10/15�九州沖縄トラック研修会館）絵画コンクール表彰式、トラック乗車体験、地球温暖化対策パネル展示等

　全国のトラック協会は、10月9日の「トラックの日」を中
心に、地域色豊かなイベントやキャンペーン等を実施します。
（※9月13日現在。詳細については、各都道府県トラック協会まで）「トラックの日」各都道府県トラック協会の主な活動
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▼
９
月
19
日

（
本
来
は
15

日
）
は
﹁
敬

老
の
日
﹂︒
国

民
の
休
日
と
な

っ
て
︑
今
年
は

ち
ょ
う
ど
施
行
50
年
の
節
目
に
な
り
ま
す
︒

﹁
敬
老
の
日
﹂
は
︑
長
年
に
わ
た
り
社
会
に

尽
く
し
た
老
人
を
敬
い
︑
長
寿
を
祝
う
大
切

な
日
で
す
︒
そ
の
趣
旨
を
実
践
す
る
の
は
勿

論
で
す
が
︑
現
実
を
見
る
と
最
近
の
高
齢
者

は
と
に
か
く
元
気
で
す
︒
▼
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
︑
高
齢
者
の
定
義
を
65
歳
以

上
と
し
て
い
ま
す
が
︑
日
本
老
年
学
会
は
近

年
の
老
人
の
若
返
り
を
考
慮
し
て
︑
平
成
16

年
６
月
に
そ
の
定
義
を
改
正
し
︑﹁
現
在
の
年

齢
よ
り
更
に
上
げ
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い

か
﹂
と
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
︒
▼
﹁
敬
老

の
日
﹂
の
名
称
は
︑
過
去
を
振
り
返
る
と
そ

の
時
代
を
反
映
し
て
斬
新
な
変
化
を
遂
げ
て

い
ま
す
︒
昭
和
22
年
の
制
定
時
は
﹁
と
し
よ

り
の
日
﹂︑39
年
に
は
﹁
老
人
の
日
﹂
に
変
更
︑

41
年
に﹁
敬
老
の
日
﹂へ
と
変
わ
る
の
で
す
が
︑

﹁
高
年
齢
＝
老
人
﹂
と
い
う
解
釈
は
︑
も
う

成
り
立
ち
ま
せ
ん
︒
▼
現
代
の
先
達
は
知
恵

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
︑
現
実
の
体
力
も
年
齢

を
遙
か
に
超
え
た
素
晴
ら
し
さ
で
す
︒先
日
︑

出
張
先
の
鳥
取
市
内
で
乗
車
し
た
タ
ク
シ
ー

の
乗
務
員
の
大
賀
さ
ん
は
︑
何
と
御
年
79

歳
︒
奥
様
の
父
親
の
面
倒
を
見
る
た
め
︑
大

阪
市
内
の
住
居
を
泣
く
泣
く
整
理
し
︑
鳥
取

市
に
移
り
住
ん
で
12
年
︒
今
で
は
︑﹁
こ
こ
が

本
当
の
故
郷
に
な
っ
た
﹂
と
の
こ
と
で
す
︒
と

に
か
く
快
活
で
﹁
１
度
き
り
の
人
生
︑
く
よ

く
よ
し
た
っ
て
始
ま
り
ま
せ
ん
︒
毎
日
笑
っ
て

過
ご
し
て
い
ま
す
﹂
と
屈
託
な
く
話
す
顔

は
︑
満
面
の
笑
み
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
︒
▼

翌
日
東
京
に
戻
り
︑
都
内
で
乗
車
し
た
タ
ク

シ
ー
の
乗
務
員
の
豊
島
さ
ん
は
︑御
年
72
歳
︒

こ
の
夏
︑
奥
様
と
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に

購
入
し
た
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
に
乗
り
︑
１
か

月
か
け
て
東
北
を
一
周
し
た
と
い
う
こ
と
で

す
︒
各
地
の
お
祭
り
に
参
加
し
︑
有
名
無
名

を
問
わ
ず
︑
何
と
30
余
の
温
泉
に
入
っ
て
来

た
そ
う
で
す
︒
ル
ー
ム
ミ
ラ
ー
に
映
る
顔
は

と
て
も
若
々
し
く
︑
は
ち
切
れ
そ
う
な
笑
顔

で
し
た
︒
お
２
人
と
も
ま
さ
に
現
役
そ
の
も

の
で
︑﹁
人
生
を
謳
歌
す
る
ん
だ
﹂
と
話
す

語
り
口
は
︑
実
に
説
得
力
が
あ
り
︑
輝
く
ば

か
り
の
若
人
の
よ
う
で
し
た
︒
年
下
の
私
が
︑

逆
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
た
だ
く
形
に
な
り
ま

し
た
︒
▼
お
２
人
を
見
て
感
じ
る
の
は
︑﹁
人

間
は
歳
を
と
る
と
鎧
や
兜
が
取
れ
︑
自
然
体

に
戻
っ
て
い
く
の
か
も
知
れ
な
い
﹂
と
い
う
こ

と
で
す
︒
あ
る
意
味
︑
ま
る
で
幼
子
の
よ
う

な
感
受
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
︒
波
瀾
万
丈

な
人
生
を
送
っ
た
人
も
︑
平
々
凡
々
の
人
生

を
送
っ
た
人
も
︑
実
際
の
個
々
の
人
生
は
︑

そ
れ
ぞ
れ
悲
喜
こ
も
ご
も
だ
っ
た
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
︒
そ
ん
な
過
程
を
微
塵
も
見
せ

ず
︑
こ
れ
は
も
う
脱
帽
と
い
う
し
か
あ
り
ま

せ
ん
︒
▼
私
は
東
京
下
町
の
足
立
区
生
ま
れ

で
︑
友
人
と
た
ま
に
集
ま
る
場
所
は
︑
決
ま

っ
て
日
光
街
道
の
宿
場
町
だ
っ
た
千
住
宿
︑

今
の
北
千
住
に
な
り
ま
す
︒
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
第
１
号
店
の
手
前
を
右
折
す
る
と
︑
そ

こ
に
都
内
３
大
肉
豆
腐
（
煮
込
み
）
の
名
店

と
言
わ
れ
る
﹁
大
は
し
﹂
が
あ
り
ま
す
︒
明

治
10
年
創
業
の
居
酒
屋
を
仕
切
る
主
人
は
︑

御
年
77
歳
︒
お
店
の
中
で
肩
を
い
か
ら
せ
闊

歩
し
︑お
客
さ
ん
か
ら
一
手
に
注
文
を
受
け
︑

﹁
お
い
よ
！
肉
一
丁
﹂
と
発
す
る
声
を
聞
き

に
︑
主
人
目
当
て
に
来
た
お
客
で
︑
お
店
は

開
店
と
同
時
に
︑
カ
ウ
ン
タ
ー
20
席
と
４
人

が
け
の
５
テ
ー
ブ
ル
が
ほ
ぼ
満
席
の
フ
ル
ス
ロ

ッ
ト
ル
状
態
に
な
り
ま
す
︒
特
に
愛
嬌
を
振

り
ま
く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑
心
に
響

く
主
人
の
声
は
︑
一
日
の
仕
事
を
終
え
て
た

ど
り
着
く
止
ま
り
木
の
よ
う
な
癒
し
の
場
所

な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
︒
▼
ジ
ョ
ッ
キ
１
杯
の

後
に
お
店
特
注
の
金
宮
ボ
ト
ル
で
割
る
梅
酢

焼
酎
︑
そ
し
て
肉
豆
腐
と
日
替
わ
り
の
刺
身

と
自
家
製
カ
ニ
コ
ロ
ッ
ケ
を
注
文
︒
定
番
の
メ

ニ
ュ
ー
は
不
滅
で
す
︒
か
く
言
う
私
も
︑﹁
大

は
し
﹂
に
通
っ
て
15
年
に
な
り
ま
す
︒﹁
袖
振

り
合
う
も
多
生
の
縁
﹂
と
言
い
ま
す
が
一
期

一
会
の
お
客
同
士
の
会
話
も
味
が
あ
り
︑
つ
い

つ
い
長
居
を
し
て
し
ま
い
ま
す
︒
▼
こ
の
﹁
四

季
折
々
﹂
も
回
を
重
ね
99
回
︒
人
間
で
い
え

ば
﹁
白
寿
﹂
に
な
り
ま
し
た
︒
白
の
上
に
一

本
棒
を
加
え
れ
ば
﹁
百
寿
﹂﹁
百
回
﹂
に
到

達
し
ま
す
︒
元
気
な
お
年
寄
り
︑
失
礼
し
ま

し
た
︒
私
は
︑
い
つ
ま
で
も
元
気
な
高
齢
者
・

先
輩
達
が
大
好
き
で
す
！ 

（
山
崎
薫
）

2016・9・15

こ
ち
ら
広
報
室
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会 社 概 要
増山貨物自動車㈱ 

本　　社　栃木県宇都宮市
 　清原工業団地21-18
創　　業　昭和4年5月5日
設　　立　昭和29年3月26日
資 本 金　6,930万円
従業員数　178人
車 両 数　108台

ここが聞きたい！

堀越社長に

厳
格
な
品
質
管
理

「
お
い
し
い
牛
乳
」が
食
卓
へ

　

お
い
し
く
て
安
全
な
牛
乳

が
消
費
者
の
食
卓
に
届
く
ま

で
に
は
︑
高
い
品
質
管
理
が

求
め
ら
れ
る
︒

　

ま
ず
︑
乳
牛
が
健
康
で
丈

夫
な
牛
で
あ
る
こ
と
が
必
要

だ
︒
酪
農
家
は
︑
良
質
な
生

乳
を
生
産
す
る
た
め
に
︑
牛

一
頭
一
頭
の
健
康
状
態
に
細

心
の
注
意
を
配
っ
て
い
る
︒

搾
乳
し
た
生
乳
は
︑
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
を
通
っ
て
外
気
に
触

れ
る
こ
と
な
く
酪
農
家
が
保

有
す
る
冷
蔵
タ
ン
ク
に
送
ら

れ
︑
適
切
な
温
度
管
理
が
行

わ
れ
る
︒
輸
送
前
に
は
厳
重

な
乳
質
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
︑

成
分
や
細
菌
数
な
ど
を
検

査
︒
検
査
に
合
格
し
た
生
乳

だ
け
が
保
冷
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
車
で
牛
乳
工
場
に
運
ば

れ
︑
牛
乳
や
様
々
な
乳
製
品

と
し
て
加
工
さ
れ
る
︒

　

お
い
し
く
て
安
全
な
牛
乳

を
消
費
者
の
も
と
に
届
け
る

運
送
会
社
に
お
け
る
乳
製
品

の
品
質
維
持
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
︑
増
山
貨
物
自
動

車
㈱
牛
乳
輸
送
営
業
所
を
取

材
し
た
︒

「
集
乳
作
業
」「
洗
浄
殺
菌
」

が
肝
と
な
る
生
乳
輸
送

　

同
営
業
所
は
︑
栃
木
県
宇

都
宮
市
に
あ
る
栃
木
明
治
牛

乳
㈱
の
工
場
敷
地
内
に
あ

る
︒
同
工
場
は
︑
㈱
明
治
の

旗
艦
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
知
ら

れ
る﹁
明
治
お
い
し
い
牛
乳
﹂

を
主
体
に
生
産
し
て
い
る
︒

同
社
で
は
︑
大
型
ロ
ー
リ
ー

車
３
台
を
使
用
し
︑
大
規
模

な
酪
農
業
者
か
ら
同
工
場
へ

の
生
乳
輸
送
を
行
っ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
地
元
産
の
生
乳
を

使
っ
た
牛
乳
を
提
供
す
る
酪

農
と
ち
ぎ
農
業
協
同
組
合
の

生
乳
輸
送
も
手
が
け
て
お

り
︑
増
山
貨
物
自
動
車
の
子

会
社
で
あ
る
㈱
テ
ク
ノ
ミ
ル

ク
の
小
型
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

車
16
台
が
︑
小
規
模
な
酪
農

家
を
回
る
︑
い
わ
ゆ
る
﹁
ミ

ル
ク
ラ
ン
﹂
方
式
で
生
乳
を

集
め
る
︒

　

生
乳
輸
送
で
最
も
大
切
な

こ
と
は
︑
牛
乳
の
原
料
と
な

る
生
乳
に
い
か
な
る
も
の
も

混
入
さ
せ
ず
︑
清
潔
な
ま
ま

生
産
者
か
ら
集
乳
し
︑
変
質

さ
せ
る
こ
と
な
く
牛
乳
工
場

に
送
り
届
け
る
こ
と
で
あ
る
︒

そ
の
た
め
︑
酪
農
家
で
の
集

乳
に
際
し
て
は
酪
農
家
の
庭

先
で
行
う
測
定
や
検
査
な
ど

と
い
っ
た
生
乳
の
品
質
チ
ェ
ッ

ク
を
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
︒
全
て
の
検
査
に
合
格
し

た
ら
︑
ロ
ー
リ
ー
の
バ
ル
ブ
コ

ッ
ク
を
開
け
︑
集
乳
ポ
ン
プ

の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
集
乳

を
開
始
︒
集
乳
を
終
え
た
ら

乳
量
を
酪
農
家
に
報
告
し
︑

酪
農
家
の
庭
先
で
の
作
業
は

終
了
︒
輸
送
時
も
︑
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
車
で
は
生
乳
の
鮮

度
維
持
の
た
め
常
時
適
切
な

温
度
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
︒

　

牛
乳
工
場
に
到
着
す
る

と
︑
こ
こ
で
も
牛
乳
工
場
に

よ
る
厳
重
な
受
入
検
査
が
待

っ
て
い
る
︒
生
乳
の
品
質
が

確
認
さ
れ
︑
合
格
し
た
生
乳

だ
け
が
工
場
の
冷
蔵
貯
蔵
タ

ン
ク
に
納
め
ら
れ
る
︒

　

生
乳
の
輸
送
を
終
え
た
生

乳
車
に
対
し
て
は
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
が
車
両
と
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
の
洗
浄
を
行
う
︒
こ
れ

は
︑
集
乳
作
業
と
同
様
に
︑

生
乳
輸
送
に
お
い
て
は
大
変

重
要
な
作
業
で
あ
る
︒

　

汚
れ
が
タ
ン
ク
内
な
ど
に

少
し
で
も
残
っ
て
し
ま
う
と
︑

そ
れ
が
生
乳
の
質
を
落
と
す

細
菌
の
温
床
に
な
り
か
ね
な

い
︒
そ
の
た
め
︑
毎
日
念
入

り
な
洗
浄
殺
菌
が
求
め
ら
れ

る
︒

　

同
社
で
は
︑
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
車
の
外
装
や
マ
ン
ホ
ー

ル
周
辺
︑
タ
ン
ク
の
水
洗
い

を
行
う
ほ
か
︑
塩
素
入
り
の

湯
を
タ
ン
ク
内
に
流
し
込
み
︑

水
流
圧
で
タ
ン
ク
内
や
集
乳

ラ
イ
ン
（
集
乳
ポ
ン
プ
か
ら

タ
ン
ク
投
入
口
ま
で
の
生
乳

の
流
路
）
を
洗
浄
装
置
（
Ｃ

Ｉ
Ｐ
）
を
使
っ
て
自
動
的
に

体
制
︑
従
業
員
３
交
代
制
で

製
品
輸
送
業
務
に
取
り
組
ん

で
い
る
︒
ト
ラ
ッ
ク
の
庫
内

に
設
置
さ
れ
て
い
る
温
度
セ

ン
サ
ー
の
デ
ー
タ
が
デ
ジ
タ

ル
タ
コ
グ
ラ
フ
に
常
時
記
録

さ
れ
︑
運
行
中
の
庫
内
の
温

度
変
化
を
確
認
で
き
る
仕
組

み
に
し
て
い
る
︒
併
せ
て
︑

ボ
タ
ン
型
の
温
度
記
録
計
を

庫
内
に
設
置
︒
パ
ソ
コ
ン
に

接
続
す
る
こ
と
で
︑
庫
内
の

温
度
デ
ー
タ
の
解
析
や
管
理

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
︒

　

そ
し
て
︑
製
品
を
輸
送
す

る
際
に
は
︑
輸
送
す
る
乳
製

品
の
品
質
維
持
を
図
っ
て
い

る
︒
大
型
車
で
の
乳
製
品
輸

送
に
携
わ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑

﹁
消
費
者
の
口
の
中
に
入
る

食
品
を
運
ぶ
た
め
︑
普
段
か

ら
洗
車
を
念
入
り
に
し
て
︑

い
つ
も
ピ
カ
ピ
カ
の
状
態
を

保
つ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
﹂

と
い
う
︒
ま
た
︑
庫
内
の
温

度
管
理
に
は
細
心
の
注
意
を

払
う
必
要
が
あ
る
︒﹁
不
慮

の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
と
い
う

意
味
で
も
︑
冷
凍
機
の
点
検

・
整
備
は
特
に
念
入
り
に
行

っ
て
い
ま
す
﹂
と
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
は
点
検
を
行
っ
て
い
た
︒

納
品
時
間
を
厳
守

精
度
の
高
い
輸
送
を
行
う

　

栃
木
明
治
牛
乳
㈱
の
工
場

で
製
造
さ
れ
た
牛
乳
と
他
の

工
場
か
ら
輸
送
さ
れ
て
き
た

乳
製
品
は
︑
工
場
の
冷
蔵
倉

庫
内
で
仕
分
け
さ
れ
た
上

で
︑
同
社
の
小
型
冷
蔵
車
に

よ
っ
て
︑
県
内
各
所
に
あ
る

明
治
牛
乳
の
販
売
店
や
宅
配

セ
ン
タ
ー
︑
ス
ー
パ
ー
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
配

送
セ
ン
タ
ー
︑
ま
た
小
・
中

学
校
へ
と
運
ば
れ
る
︒

　

４
㌧
車
・
３
㌧
車
は
︑
主

に
販
売
店
・
宅
配
セ
ン
タ
ー

や
配
送
セ
ン
タ
ー
へ
の
輸
送

を
担
う
︒

　

商
品
の
積
み
込
み
に
際
し

洗
浄
殺
菌
し
て
い
る
︒
毎
日

の
確
実
な
洗
浄
殺
菌
は
︑
生

乳
の
鮮
度
を
維
持
す
る
た
め

に
は
決
し
て
欠
か
す
こ
と
は

で
き
な
い
︒

大
型
車
に
よ
る
製
品
輸
送

保
冷
庫
内
の
温
度
管
理
を
徹
底

　

同
社
の
大
型
車
は
︑
栃
木

明
治
牛
乳
㈱
の
工
場
で
製
造

さ
れ
た
﹁
明
治
お
い
し
い
牛

乳
﹂
を
関
東
地
方
に
あ
る
㈱

明
治
の
他
の
工
場
に
輸
送

し
︑
他
の
工
場
で
製
造
さ
れ

た
乳
製
品
を
栃
木
明
治
牛
乳

㈱
の
工
場
ま
で
輸
送
す
る
と

い
う
工
場
間
輸
送
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
︒
乳
製
品
の
積

み
込
み
に
あ
た
っ
て
は
︑
ま

ず
同
社
の
車
庫
で
保
冷
車
の

庫
内
を
10
度
以
下
に
冷
や
し

た
上
で
︑
工
場
に
向
け
て
出

発
す
る
︒
工
場
の
冷
蔵
倉
庫

で
は
出
荷
す
る
乳
製
品
を
積

み
込
み
︑
別
の
工
場
に
向
け

て
出
発
す
る
︒

　

㈱
明
治
で
は
︑
新
鮮
で
質

の
高
い
乳
製
品
を
消
費
者
に

届
け
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
︑

乳
製
品
の
鮮
度
を
保
つ
た
め

の
温
度
管
理
を
徹
底
し
て
行

っ
て
い
る
︒
工
場
は
24
時
間

体
制
で
生
産
を
行
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
︑
同
社
で
も
14
台

の
冷
蔵
車
を
使
い
︑
24
時
間

て
は
ド
ラ
イ
バ
ー
が
検
品
作

業
を
行
う
が
︑
商
品
は
全
部

で
70
種
類
ほ
ど
も
あ
り
︑
パ

レ
ッ
ト
積
み
の
状
態
で
運
ば

れ
る
工
場
間
輸
送
と
は
異
な

り
︑
販
売
店
向
け
で
は
１
個

単
位
と
い
っ
た
輸
送
も
あ
る

こ
と
か
ら
︑
検
品
に
は
か
な

り
の
時
間
を
要
す
る
︒

　

検
品
を
終
え
る
と
︑
工
場

を
出
発
し
て
各
拠
点
へ
の
配

送
に
向
か
う
︒
宅
配
サ
ー
ビ

ス
の
場
合
は
早
朝
消
費
者
に

商
品
を
届
け
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
︑
深
夜
の
う
ち
に

販
売
店
等
へ
の
配
送
を
行

う
︒
販
売
店
は
︑
栃
木
明
治

牛
乳
㈱
の
工
場
か
ら
遠
い
と

こ
ろ
で
は
︑
那
須
や
日
光
と

い
っ
た
エ
リ
ア
に
も
あ
る
︒

関
東
の
他
の
㈱
明
治
の
工
場

か
ら
多
く
の
乳
製
品
を
運
ん

で
く
る
大
型
車
が
何
ら
か
の

理
由
で
宇
都
宮
へ
の
到
着
が

遅
れ
た
場
合
︑
宇
都
宮
か
ら

販
売
店
へ
の
発
送
が
間
に
合

わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

か
ら
︑
県
内
で
あ
っ
て
も
時

に
高
速
道
路
を
利
用
し
て
輸

送
を
行
う
こ
と
も
あ
る
︒

　

２
㌧
車
で
は
︑
宇
都
宮
市

内
や
小
山
市
︑
さ
く
ら
市
︑

矢
板
市
な
ど
の
小
・
中
学
校

の
給
食
で
提
供
さ
れ
る
牛
乳

の
輸
送
を
行
っ
て
い
る
︒
給

食
の
時
間
は
昼
に
定
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
︑
遅
く
と
も

午
前
11
時
半
ま
で
に
は
学
校

に
牛
乳
を
運
ぶ
必
要
が
あ

る
︒
１
台
の
ト
ラ
ッ
ク
で
約

20
校
分
の
輸
送
を
受
け
持
っ

て
お
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
は
分

刻
み
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
︑

学
校
の
給
食
室
に
あ
る
冷
蔵

庫
に
牛
乳
を
納
め
て
い
く
こ

と
に
な
る
︒

　
﹁
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
毎

日
新
鮮
な
牛
乳
を
飲
ん
で
も

ら
い
た
い
﹂︒
同
社
の
ド
ラ
イ

バ
ー
た
ち
は
そ
う
し
た
熱
い

思
い
を
胸
に
秘
め
な
が
ら
︑

高
い
品
質
と
精
度
が
要
求
さ

れ
る
日
々
の
牛
乳
輸
送
業
務

に
専
念
し
て
い
る
︒

︵
取
材
協
力
︶
増
山
貨
物
自

動
車
㈱　

堀
越
和
男
代
表
取

締
役
社
長
︑
菊
地
孝
行
取
締

役
副
社
長
︑
半
田
政
幸
管
理

本
部
人
事
安
全
管
理
室
兼
総

務
経
理
課
長

　

当
社
は
昭
和
４

年
に
創
業
し
︑
重

量
物
か
ら
精
密
機

械
︑
農
機
具
︑
生

鮮
食
料
品
︑
危
険

物
ま
で
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
︒
古
く
か
ら
酪
農

と
ち
ぎ
農
業
協
同
組
合
と
の
お
付
き
合
い
が
あ

っ
た
た
め
︑
高
度
経
済
成
長
期
に
入
っ
て
宇
都

宮
市
内
に
平
出
工
業
団
地
が
完
成
し
た
際
に
︑

牛
乳
輸
送
に
進
出
︒
生
乳
の
集
乳
業
務
を
手
始

め
に
︑
順
次
牛
乳
製
品
輸
送
に
も
参
画
し
て
き

ま
し
た
︒

　

当
社
で
は
︑﹁
安
全
・
品
質
・
社
員
の
健
康
﹂

に
重
点
を
置
い
て
業
務
を
進
め
て
い
ま
す
︒
安

全
面
で
は
︑
液
体
物
を
運
ぶ
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
﹁
４
㍍
４
秒
ル
ー
ル
﹂

の
徹
底
を
働
き
か
け
て
い
ま
す
︒
こ
れ
は
車
間

距
離
を
十
分
に
と
る
こ
と
で
︑
追
突
事
故
の
防

止
に
繋
げ
る
も
の
で
す
︒
ま
た
︑
教
育
面
で
は

月
に
１
度
開
催
す
る
安
全
管
理
・
安
全
懇
話
会

や
安
全
衛
生
委
員
会
︑
ま
た
経
営
幹
部
が
ト
ラ

ッ
ク
に
同
乗
す
る
添
乗
教
育
や
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

の
実
施
な
ど
を
通
じ
て
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全

意
識
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
︒
さ
ら
に
︑
社
員

が
健
康
で
い
ら
れ
る
こ
と
が
当
社
の
事
業
継
続

に
繋
が
る
と
の
観
点
か
ら
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
の
健
康
管
理
に
も
力
を
注

い
で
い
ま
す
︒

　

生
乳
生
産
地
の
運
送
会
社
と
し

て
︑
酪
農
家
な
ど
と
一
体
と
な
っ
て

ニ
ー
ズ
の
拡
大
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
︒

堀越 和男
代表取締役社長

県内各地の酪農家から集乳した生乳を保冷タンクローリーで牛乳工場まで輸送

生乳輸送の流れ

牛乳製品輸送の流れ

保
冷
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
車

②
生
乳
輸
送
を
終
え
た
保
冷
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

は
毎
日
念
入
り
な
洗
浄
殺
菌
が
行
わ
れ
る

①
運
ば
れ
て
き
た
生
乳
は
基
準
に
従
っ
た
検
査

を
経
て
冷
蔵
貯
蔵
タ
ン
ク
︵
右
奥
︶
に
納
め
ら
れ

る ①

②

③

④

⑤⑤
大
型
車
に
よ
っ
て
他
工
場
か
ら
運
ば
れ
て

き
た
牛
乳
製
品
は
小
型
車
で
販
売
店
や
学
校

へ
と
輸
送
さ
れ
る

③
出
庫
前
に
は
念
入
り
に
冷
凍
機
の
点
検
・

整
備
を
行
い
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
い
で
い

る

④
工
場
内
の
冷
蔵
倉
庫
で
仕
分
け
ら
れ
た
乳

製
品
は
大
型
車
で
各
地
の
工
場
ま
で
運
ば
れ

る

大
型
車

小
型
車

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
牛
乳
や
乳
製
品
を
新
鮮

な
状
態
の
ま
ま
消
費
者
に
届
け
る
た
め

に
︑
生
乳
や
乳
製
品
の
輸
送
を
手
が
け

る
運
送
会
社
に
は
高
い
品
質
管
理
が
求

め
ら
れ
る
︒

　

栃
木
県
宇
都
宮
市
に
本
社
を
構
え
る

増
山
貨
物
自
動
車
㈱
（
堀
越
和
男
代
表

取
締
役
社
長
）
の
牛
乳
輸
送
営
業
所
で

は
︑
酪
農
家
か
ら
牛
乳
工
場
に
至
る
ま

で
の
生
乳
輸
送
︑
お
よ
び
牛
乳
工
場
か

ら
小
売
店
な
ど
へ
の
乳
製
品
輸
送
ま
で
を

一
手
に
担
っ
て
い
る
︒

「
生
産
・
加
工
・
消
費
」を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
結
ぶ

生
乳
か
ら
乳
製
品
ま
で
一
手
に

栃
木
県
宇
都
宮
市
　
増
山
貨
物
自
動
車
株
式
会
社

牛乳輸送第19回第19回

お も し ろ 輸 送
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